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道の駅みなまた「Shop＆Café ミナマータ」

　

　環境と健康をテーマにした公園「エコパーク水俣」の中にある道の駅。

　2022年4月にリニューアルオープンしたShop＆Café ミナマータは、水俣を中心に周

辺地域から集めた特産品のセレクトショップとなっております。

　館内に併設されたカフェ「Tea Salon M」では、上質な紅茶や柑橘を使ったスイーツで

素敵なティータイムをお楽しみいただけます。

　水俣に立ち寄られた際は、是非、道の駅みなまた「Shop＆café ミナマータ」までお越

しください。



は　じ　め　に

１　この概況は、令和 4 年度中における消防に関する諸般の事項について

収録し、将来の参考に資するため編集したものであります。

２　本統計中予算関係については会計年度、火災・救急等は暦年、その他

は令和 5 年 4 月 1 日現在をもって記載しました。

令和 5 年 7 月

水俣芦北広域行政事務組合消防本部

 代表理事
水俣市長　髙　岡　利　治



消　防　本　部（水俣消防署）

芦　北　消　防　署



一　目　統　計

世　帯

１世帯当たり

２.１人

人口� ４２,３０８人

世帯数�２０,０５３　

消防費

住民１人当たり

２９,４８５円

当初予算

１,２４７,４５１千円

消防職員

住民４８６人に１人

定員　８７人

実員　８７人

消防団員

住民３８人に１人

定員　１,３０５人

実員　１,１１０人

火　災

２３日に１件

件数　１６件

火災の損害額

１件当たり

４２０千円

損害額

６,７１２千円

火災による死傷者数

死　者　０人

負傷者　１人

１１９番受信回数

１日に９.５件

３,４７６件

救急出場

１日に６.４件

件数　２,３４２件

救助出場

１月に２.３件

件数　２７件
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１　概　　　要

2023年度
全国統一防火標語

「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」
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１　概　　　要

⑴　位置と地勢

⑵　組合消防のあゆみ

⑶　組合の組織

　ア　組合特別職

　イ　監査機関

　ウ　組合議会

⑷　歴代消防長

⑸　組合構成市町人口等調

令和2年7月豪雨災害地

芦北町佐敷地区

津奈木町福浜平国地区
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⑴　位置と地勢

　当組合は、熊本県の最南端に位置し、東西

22㎞、南北30㎞、総面積431㎢で、東は球磨郡、

西は不知火海、南は鹿児島県及び北は八代市

に接している。

　地勢はその8割が重畳する山地で占められ、

球磨川、水俣川、佐敷川、湯浦川、津奈木川

及び田浦川並びにその支流が十数本におよび

その流域に平地が小規模ながら点在している。

　消防本部（水俣消防署）は、水俣市の北東

部に位置し、芦北町に芦北消防署を配置し、

消防防災の任にあたっている。

消防本部（水俣消防署）

消防本部

消防署

市町村界

管内界

無線中継所

携帯無線機

無線機

屈折はしご付消防車

化学消防車

水そう付消防ポンプ車

消防ポンプ車

救助工作車

高規格救急車

救急予備車

指令車

資機材搬送車

広報車

人員輸送車

連絡車

軽ワゴン車

芦北消防署

凡
　
　
　
　
　
例

工

高

指

広

連

輸

資

軽

化 工 高 高 指 指 広 輸資 連 軽

高 高 指

化

＋

広工
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⑵　組合消防のあゆみ

年　　月 日 沿 革

Ｓ24．  5
Ｓ26．  4
Ｓ27．  6

10

Ｓ29．  2
Ｓ33．  5
Ｓ34．  1

9
Ｓ35．  6

10
Ｓ36．  3
Ｓ37．  6

5

7
Ｓ38．  7
Ｓ39．10
Ｓ40．  2
Ｓ41．  5
Ｓ42．12
Ｓ43．  4
Ｓ44．12
Ｓ45．10
Ｓ46．  3

4

11
Ｓ47．12
Ｓ48．  4

11

12
Ｓ49．  4

10
〃

12

Ｓ50．  7
Ｓ52．  1

4

28

  1

消防課常備部設置（水槽付消防車１台、書記３名、消防手９名）

消防車１台（ニッサン）購入、消防課に配置

消防手８名増員

水俣市消防本部設置、消防長就任　市川末雄　常備消防手の身分を消防士

に切替え

庶務、消防、予防の係を置く

鹿児島県出水市と消防応援協定締結

可搬動力消防ポンプ（トーハツ）購入、親子ポンプとする。

消防署設置（職員２９名）消防本部、署兼務とする。

芦北郡津奈木村と消防相互応援協定締結

水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ）購入、署に配置

鹿児島県大口市と消防相互応援協定締結

消防長事務取扱就任　水俣市助役　渡辺勝一

日本損害保険協会より消防ポンプ車１台寄贈、署に配置

職員１９名増員、総員４８名の陣容となる。

新庁舎落成（水俣市天神町）

消防車１台（トヨタ）購入、署に配置

消防長就任　小島伊之吉

本部に機械係を新設、庶務、消防、予防、機械係の４係とする。

救急車（トヨタ）購入、署に配置

救急業務開始

水槽付消防ポンプ自動車（トヨタ）購入、署に配置

消防長就任　岩崎良一

消防無線業務開始（基地局１、移動局２）

津奈木町と救急業務応援協定締結、県内消防相互応援協定締結

消防本部内に防災無線（アマ無線）設置

広報車（ジープ型）購入、署に配置

条例、規則、規程の改正、整備を図る。

県共済農業協同組合連合会より救急車（プリンスグロリア２３０型式）寄

贈、署配置

消防無線移動局２台、指令車、救急車に配置

芦北、田浦、津奈木町の各町と救急業務応援協定締結

消防職員８名補充採用（退職２、出向５、予防係充当１）４４名となる。

消防無線移動局１号車に配置

江口砂利、山口砂利、若松建設、センコー各社とクレーン車派遣に関する

協定締結

消防専用超短波無線電話機（携帯用）３台購入、本部に設置

地方自治法第２８４条第１項の規定に基づき、水俣芦北消防組合は熊本県

指令地第１４７号により設立許可される。

消防長（初代）就任　岩崎良一
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年　　月 日 沿 革

Ｓ52．  4

  7

  8

10

11

12

Ｓ53．  1

3

6

10

Ｓ54．  2

3

5

10

11

12

Ｓ55．  3

4

11

12

Ｓ56．  1

Ｓ57．  1

2

7

  1

〃

  5

13

  1

30

  2

29

27

30

27

31

15

19

13

  8

  9

31

〃

24

  1

21

28

10

11

20

  6

  7

  1

10

20

  1

31

11

21

22

25

  1

水俣芦北消防組合発足（消防本部１、消防署１、分署１、消防職員〔水俣

市消防本部からの引継職員４４人、新規採用職員１４人〕計５８人）

田浦町、芦北町及び津奈木町役場内に出張所員各１人配置

新規採用職員１３人、熊本県消防学校初任科へ入校（１０月５日まで）

芦北分署庁舎新築工事着工、（芦北町大字芦北２７５４番地）

「水俣芦北消防連絡協議会」発足（関係市町職員及び消防団＝水俣芦北消

防組合）

芦北分署新庁舎落成、芦北出張所を廃止

芦北分署庁舎開庁式、業務開始、一斉指令装置設置

広報車購入、芦北分署へ配置

消防ポンプ自動車購入、芦北分署へ配置

消防訓練塔、芦北分署に建設

救急自動車、日本自動車工業会から寄贈、芦北分署へ配置（更新）

管内消防無線設備完備

職員１人退職、計５７人となる。

広報車、日本消防協会から配車、水俣消防署へ配置

救急自動車、日本消防協会から寄贈、水俣消防署へ配置

職員１人退職、計５６人となる。

消防長就任　小崎　厚

一斉通報指令装置、水俣消防署へ設置

職員１人退職、計５５人となる。

指令兼広報車２台購入、田浦及び津奈木出張所へ配置

職員３人採用、計５８人となる。

水槽付消防ポンプ自動車購入、水俣消防署へ配置

消防無線機５機購入、合計基地固定局２基、中継局２基、移動局３０基と

なる。

職員１人退職（希望）、計５７人となる。

消防長職務代理者就任　山口　栄

消防長就任　福田　堅、計５８人となる。

消防本部（署）庁舎新築工事着工（水俣市陳内５２３番地の３）

職員定数条例改正議決。職員定数６５人となる。

職員２人採用、計６０人となる。

採用職員４人、熊本県消防学校初任科へ入校（１０月９日まで）

消防本部（署）新庁舎落成

職員１人退職（希望）、計５９人となる。

自動気象観測装置購入、水俣消防署へ設置

はしご付消防ポンプ自動車購入、水俣消防署へ配置

職員１人退職（希望）、計５８人となる。

消防長職務代理者就任　梅下　優

補助訓練塔水俣消防署に建設

職員６人採用、計６４人となる。
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年　　月 日 沿 革

Ｓ57．10

11

12
Ｓ58．  1

4

9

10

11

12

Ｓ59．  3

6

10

12
Ｓ60．  5

6

12

Ｓ61．  3

6

8

10
Ｓ62．  1

2

4

5

6

11

12
Ｓ63．  1

3

4

5

10

  9

25

15

  1

  1

  6

20

26

21

  8

31

  6

  6

15

16

18

28

  4

25

26

22

28

16

20

  1

20

  4

  1

  8

29

  8

25

29

  3

23

  1

31

  1

11

20

  1

消防長就任　山田真逸、計６５人となる。

化学消防車購入、水俣消防へ配置

職員１人退職（希望）、計６４人となる。

職員１人採用、計６５人となる。

救助ボート購入、水俣消防署へ配置

採用職員６人、熊本県消防学校初任科へ入校（１０月５日まで）

消防無線機１機購入、水俣市役所へ配置

職員１人、消防大学校上級幹部科へ入校（１１月２５日まで）

防火広報車、日本防火協会から寄贈、水俣消防署へ配置

職員１人退職（死亡）、計６４人となる。

職員１人退職（希望）、計６３人となる。

職員１人退職（死亡）、計６２人となる。

職員１人、消防大学校上級幹部科へ入校（７月５日まで）

職員１人退職（希望）、計６１人となる。

消防長職務代理者就任　梅下　優

消防長就任　梅下　優

指令兼広報車購入、田浦出張所へ配置（更新）

職員１人、消防大学校上級幹部科へ入校（７月５日まで）

職員１人退職（希望）、計６０人となる。

消防長職務代理者就任　久木田實喜

新管理者岡田稔久氏就任

救急自動車、熊本県共済農業協同組合連合会から寄贈、芦北分署へ配置（旧

救急自動車、水俣消防署へ移管）

救急自動車（旧２号車）を簡易工作車に用途変更、水俣消防署へ配置

指令兼広報車、（財）日本消防協会から寄贈、津奈木出張所へ配置（更新）

消防長就任　久木田實喜

職員１人退職（死亡）、計５９人となる。

水槽付消防ポンプ自動車購入、水俣消防署へ配置（更新）

職員６人採用、計６５人となる。

採用職員６人、熊本県消防学校初任科へ入校（９月３０日まで）

元消防司令、中村孝氏、勳六等瑞宝章受章

水俣芦北消防組合発足１０周年記念式典挙行

職員１人、消防大学校上級幹部科へ入校（７月２３日まで）

広報車購入、水俣消防署へ配置（更新）

元消防監、梅下優氏、勳六等単光旭日章受章

職員１人退職（希望）、計６４人となる。

職員１人採用、計６５人となる。

デジタル電話装置、消防本部（署）へ配置

職員１人、熊本県消防学校へ派遣（９月３０日まで）

採用職員１人、熊本消防学校初任科へ入校（１０月１３日まで）

職員１人、消防大学校上級幹部科へ入校（６月１７日まで）

職員１人、熊本県消防学校へ派遣（平成元年３月３１日まで）
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4

10

Ｈ  2．  2

3

4

9
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6

7
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6
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  1
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24

22

14

31

  1
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広報車購入、芦北分署へ配置（更新）

元号が「平成」に改められる。

救急自動車、消防科学総合センター「救急基金」から寄贈、水俣消防署へ

配置（更新）

職員１人、熊本県消防学校へ派遣（９月３０日まで）

職員１人、熊本県消防学校へ派遣（平成２年３月３１日まで）

職員１人、消防大学校警防科へ入校（１２月２２日まで）

消防ポンプ自動車購入、水俣消防署へ配置（更新）

救急自動車、社団法人日本自動車工業会から寄贈、水俣消防署へ配置（更新）

職員１人退職（定年）、計６４人となる。

芦北分署が芦北消防署となる。

職員１人採用、計６５人となる。

採用職員１人、熊本県消防学校初任科へ入校（１０月５日まで）

救助工作車（Ⅰ型）及び同資機材、（財）日本損害保険協会から寄贈、水

俣消防署へ配置

人員輸送車（マイクロバス）、生活協同組合水光社から寄贈、水俣消防署

へ配置

職員１人、消防大学校救急科へ入校（３月２０日まで）

職員１人退職（定年）、計６４人となる。

職員１人採用、計６５人となる。

採用職員１人、熊本県消防学校初任科へ入校（１０月４日まで）

田浦出張所、津奈木出張所廃止

職員１人、消防大学校火災調査講習会受講入校（９月１３日まで）

職員１人、消防大学校予防科へ入校（１１月２１日まで）

連絡車購入、水俣消防署へ配置（指令車〈ジープ〉更新）

順次指令装置購入、水俣消防署へ配置（一斉指令装置更新）

職員１人、消防大学校本科へ入校（９月１１日まで）

給与計算事務委託（（㈱）ＲＫＫコンピューターサービス）

職員１人退職（勧奨）、計６４人となる。

はしご付消防ポンプ自動車オーバーホール

職員１人採用、計６５人となる。

職員１人、熊本県消防学校へ派遣（平成５年９月３０日まで）

職員１人、消防大学校救助科へ入校（６月４日まで）

救急自動車、熊本県共済農業協同組合連合会から寄贈、芦北消防署へ配置

（更新）

消防ポンプ自動車（ＣＤ−Ⅰ型）購入、芦北消防署へ配置（更新）

新管理者吉井正澄氏就任

職員１人退職（死亡）、計６４人となる。

職員１人退職（定年）、計６３人となる。

消防長就任　小形熊義

職員２人採用、計６５人となる。

採用職員２人、熊本県消防学校初任科へ入校（１０月７日まで）
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救助用資機材購入、芦北消防署へ配備

職員１人退職（定年）、計６４人となる。

消防長就任　前田賢治

職員１人採用、計６５人となる。

採用職員１人、熊本県消防学校初任科へ入校（１０月４日まで）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（１０月２日まで）

熊本県総合防災訓練（水俣市）

職員１人、消防大学校上級幹部科へ入校（１０月１７日まで）

水俣芦北消防組合解散

地方自治法第２８４条第１項の規定に基づき、水俣芦北広域行政事務組合

が、熊本県指令地第１７号により設立許可される。

組合の初代代表理事に、水俣市長吉井正澄氏が就任。

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成８年３月２５日まで）

水槽付消防ポンプ自動車購入、水俣消防署へ配置（更新）

職員２人退職（定年）、計６３人となる。

職員２人採用、計６５人となる。

採用職員２人、熊本県消防学校初任科へ入校（１０月４日まで）

職員１人、消防大学校救助科へ入校（１０月２２日まで）

職員１人、熊本県消防学校へ派遣（平成９年３月３１日まで）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成９年３月１０日まで）

消防本部機械室改築工事竣工

資材搬送車（軽トラック）購入、水俣消防署へ配置

非常電源装置設置（消防本部）

駐車場舗装工事竣工（芦北消防署）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（９月３０日まで）

広報車購入、芦北消防署配置（更新）

水俣市多々良町崖崩れ

　負傷者３人

　全壊２棟、半壊２棟、一部損壊２棟

職員１人、消防大学校火災調査講習会受講入校（８月９日まで）

消防庁長官から防災功労者表彰受彰（水俣市多々良町崖崩れの活動）

職員１人、消防大学校警防科へ入校（１２月２１日まで）

職員１人退職（死亡）、計６４人となる。

高規格救急自動車購入、水俣消防署へ配置

消防署訓練塔改修工事

消防本部旗購入

職員３人退職（定年）、計６１人となる。

消防長就任　髙田久壽

職員４人採用、計６５人となる。

採用職員４人、熊本県消防学校初任科へ入校（１０月２日まで）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（９月１８日まで）

防火広報車購入、水俣消防署へ配置（更新）
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内閣総理大臣から防災功労者表彰受彰（水俣市多々良町崖崩れの活動）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成１１年３月２５日まで）

化学消防車購入、水俣消防署へ配置（更新）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（９月３０日まで）

職員１人、消防大学校予防科へ入校（９月１９日まで）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成１２年３月２５日まで）

救急自動車、熊本県共済農業協同組合連合会から寄贈、水俣消防署へ配置

（更新）

職員１人退職（定年）、計６４人となる。

職員１人採用、計６５人となる。

採用職員１人、熊本県消防学校へ入校（１０月１３日まで）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（９月２３日まで）

職員１人退職（希望）、計６４人となる。

職員１人退職（希望）、計６３人となる。

広報車購入、水俣消防署へ配置（更新）

第２３回熊本県消防ポンプ操法大会　ポンプ車の部で田浦町消防団優勝

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成１３年３月２７日まで）

高規格救急自動車購入、芦北消防署へ配置

芦北消防署車庫等新築工事、消防無線塔建設工事竣工

職員３人退職（定年２、希望１）、計６０人となる。

消防長就任　古川廣光

職員４人採用、計６４人となる。

職員１人事務局へ出向、計６３人となる。

採用職員４人、熊本県消防学校へ入校（１０月１２日まで）

救急救命用資機材購入、水俣消防署に配備

職員２人、救急救命九州研修所へ入校（平成１４年３月２６日まで）

救助資機材購入、水俣消防署へ配備

新代表理事に水俣市長江口隆一氏就任

職員１人退職（定年）、計６２人となる。

消防長就任、渕上重徳

職員３人採用、計６５人となる。

職員１人、熊本県消防学校へ派遣（平成１７年３月３１日まで）

採用職員３人、熊本県消防学校へ入校（１０月１０日まで）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（９月３０日まで）

第２４回熊本県消防ポンプ操法大会　ポンプ車の部で田浦町消防団優勝２

連覇

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成１５年３月２４日まで）

田浦町消防団、全国消防操法大会（横浜市で開催）のポンプ車の部に出場

職員２人退職（定年１人、勧奨１人）、計６３人となる。

消防長就任　坂本常人

職員１人採用、計６４人となる。

採用職員１人、熊本県消防学校へ入校（１０月９日まで）
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水俣芦北地区豪雨災害

　死者１９人（水俣市宝川内１５人、水俣市深川新屋敷４人）

　重軽傷者７人

住家被害　全壊２０棟、半壊５棟、床上浸水１４９棟、床下浸水３５４棟

水道施設、道路、河川、教育施設等に被害が発生し、被害総額１５３億円

水俣芦北地区豪雨災害による最後の行方不明者発見、捜索活動終了

救助及び捜索活動延べ人員８, ９９０人

消防機関（応援含む）４, １５９人、警察３, ０７３人、自衛隊１, ６８９人、

その他６９人

広報車購入、水俣消防署へ配置（更新）

石井消防庁長官災害地視察

消防庁長官から防災功労者表彰受彰（水俣芦北豪雨災害の活動）

救助資機材等総合整備事業（Ⅱ型）により、救助工作車を購入、芦北消防

署へ配置

職員１人採用、計６５人となる。

職員１人、消防大学校警防科へ入校（８月６日まで）

林消防庁長官災害地視察

第２５回熊本県消防ポンプ操法大会　ポンプ車の部で田浦町消防団優勝３

連覇

内閣総理大臣から防災功労者表彰受彰（水俣芦北豪雨災害の活動）

芦北町と田浦町が合併し、芦北町となる。

管内構成１市２町（水俣市、芦北町、津奈木町）

高機能消防指令センター総合整備事業完成

高機能消防指令センター開局

職員１人退職（勧奨）、計６４人となる。

職員１人、消防大学校火災調査科へ入校（１２月１３日まで）

職員１人退職（希望）、計６３人となる。

新代表理事に水俣市長宮本勝彬氏就任

職員１人採用、計６４人となる。

職員１人、救急救命九州研修所薬剤投与講習会へ入校（５月１２日まで）

職員１人、熊本県消防学校気管挿管講習へ入校（５月２６日まで）

職員１人、消防大学校（予防科第８０期）入校（１０月１３日まで）

水槽付消防ポンプ自動車購入（更新）芦北消防署へ配置

組合議会において職員の条例定数が７０人となる。

職員１人退職（定年）、計６３人となる。

消防長就任　一明　司

職員２人採用、計６５人となる。

職員１人、熊本県消防学校へ派遣（平成２１年３月３１日まで）

採用職員２人、熊本県消防学校初任科へ入校（９月２７日まで）

職員１人、熊本県消防学校気管挿管講習へ入校（５月２５日まで）

職員１人、救急救命九州研修所薬剤投与講習会へ入校（６月１５日まで）

職員１人、海洋研究開発機構潜水技術基礎・応用課程入所（８月２４日まで）
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職員１人、消防大学校（危険物科第２期）入校（１２月２０日まで）

職員１人退職（定年）、計６４人となる。

職員２人退職（定年１人、熊本県転出１人）、計６２人となる。

職員４人採用、計６６人となる。

採用職員４人、熊本県消防学校初任科へ入校（９月２６日まで）

職員１人、熊本県消防学校気管挿管講習へ入校（５月２３日まで）

職員１人、救急救命九州研修所薬剤投与講習へ入校（６月２２日まで）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成２１年３月２３日まで）

高規格救急車購入、水俣消防署へ配置（更新）

職員１人退職（定年）、計６５人となる。

採用職員３人、計６８人となる。

採用職員３人、熊本県消防学校初任科へ入校（９月２９日まで）

職員１人退職（自己都合）、計６７人となる。

職員２人、熊本県消防学校気管挿管講習へ入校（５月２６日まで）

職員１人、救急救命九州研修所薬剤投与講習へ入校（９月４日まで）

救助工作車購入、水俣消防署へ配置（更新）

職員１人、九州地区警防実務研修会へ入校（１２月１８日まで）

職員１人、九州地区予防実務研修会へ入校（１月２９日まで）

職員７人退職（定年４人、勧奨３人）、計６０人となる。

採用職員６人、計６６人となる。

職員１人、熊本県防災消防航空隊へ派遣（平成２５年３月３１日まで）

採用職員６人、熊本県消防学校初任科へ入校（９月２８日まで）

職員１人退職（死亡）、計６５人となる。

職員２人、熊本県消防学校気管挿管講習へ入校（５月２１日まで）

緊急地域安全対策事業（消防庁事業）により、高規格救急車購入、芦北消

防署へ配置（更新）

消防庁事業による、新発信地表示システムと位置情報システムの統合に係

る実証実験、運用開始

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成２２年３月２３日まで）

第８回水俣芦北地域幼年消防大会

職員１人、九州地区警防実務研修会へ入校（平成２２年１２月１７日まで）

職員１人、九州地区予防実務研修会へ入校（平成２３年１月２８日まで）

人員輸送車購入、水俣消防署に配置（更新）

資機材搬送車購入、水俣消防署に配置

公用車車庫新築（水俣消防署）

東北地方太平洋沖地震（マグニチュード９.０）

緊急消防援助隊１０人（５人×２班）出場（東日本大震災）（平成２３年

３月２３日まで）

職員１人退職（定年）、計６４人となる。

消防長就任　岩田繁義

採用職員４人、計６８人となる。

採用職員４人、熊本県消防学校初任科へ入校（平成２３年９月２７日まで）
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職員２人、熊本県消防学校気管挿管講習へ入校（平成２３年５月２５日まで）

芦北消防署気象観測装置更新

指令５号車購入、芦北消防署に配置（更新）

職員１人、九州地区予防実務研修会へ入校（平成２４年１月２７日まで）

芦北消防署屋根防水補修工事

指令４号車購入、水俣消防署に配置（更新）

指揮車購入、水俣消防署に配置（更新）

屈折はしご付消防ポンプ自動車購入、水俣消防署に配置（更新）

職員１人退職（定年）、計６７人となる。

採用職員２人、計６９人となる。

採用職員２人、熊本県消防学校初任科へ入校（平成２４年９月２５日まで）

職員１人、熊本県消防学校気管挿管講習へ入校（平成２４年５月２３日まで）

高規格救急車、芦北町の前田将氏から寄贈、水俣消防署に配置（更新）

九州北部豪雨災害で阿蘇市に市町村消防相互応援協定に基づき派遣（５人）

（平成２４年７月１３日まで）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成２５年３月１９日まで）

職員１人、消防大学校幹部科へ入校（平成２４年１２月１３日まで）

職員１人、九州地区警防実務研修会へ入校（平成２４年１２月１８日まで）

消防救急デジタル無線施設整備事業（工事開始）

職員１人退職（自己都合）、計６８人となる。

消防４号車（消防ポンプ自動車）購入、水俣消防署に配置（更新）

職員３人退職（定年）、計６５人となる。

採用職員４人、計６９人となる。

採用職員４人、熊本県消防学校初任科へ入校（平成２５年９月６日まで）

職員１人、熊本県消防学校気管挿管講習へ入校（平成２５年６月１４日まで）

水俣芦北広域行政組合庁舎建設安全祈願祭

職員１人、消防大学校幹部科へ入校（平成２５年１０月２３日まで）

第３３回「全国海づくり大会〜くまもと〜」開催。天皇、皇后両陛下来水

（１０月２７日まで）

熊本県下大規模災害対応訓練（１１月１２日まで）

第９回水俣芦北地域幼年消防大会

職員１人、九州地区警防実務研修会へ入校（平成２５年１２月２０日まで）

職員１人、九州地区予防実務研修会へ入校（平成２６年１月３１日まで）

新代表理事に水俣市長西田弘志氏就任

職員１人、消防大学校新任教官科へ入校（平成２６年３月１４日まで）

消防救急デジタル無線施設整備事業（竣工検査）

採用職員１人、計７０人となる。

職員１人、熊本県消防学校へ派遣（平成２８年３月３１日まで）

採用職員１人、熊本県消防学校初任科へ入校（平成２６年９月１９日まで）

職員１人、熊本県消防学校気管挿管講習へ入校（平成２６年６月１３日ま

で）

職員１人、消防大学校幹部科へ入校（平成２６年７月２４日まで）
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水俣芦北広域行政事務組合消防本部新庁舎　運用開始

（住所　水俣市ひばりヶ丘３番１２号）

職員１人、消防大学校救助科へ入校（平成２６年１０月２５日まで）

水俣芦北広域行政事務組合消防本部新庁舎　落成式

職員１人、救急救命士東京研修所へ入校（平成２７年３月９日まで）

新庁舎再生可能エネルギー事業（太陽光発電）完了

芦北消防署建設検討委員会発足

水俣芦北広域行政事務組合消防本部旧庁舎　解体工事完了

職員４人退職（定年３人、自己都合１人）計６６人となる。

消防長就任　松村幹雄

採用職員２人、計６８人となる。

非常勤職員４人採用（任期１年）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成２７年９月３０日まで）

採用職員２人、熊本県消防学校初任科へ入校（平成２７年９月４日まで）

職員１人、消防大学校危険物科に入校（平成２７年７月２３日まで）

緊急消防援助隊全国合同訓練（１隊５人）出向（平成２７年１１月１６日

まで）

職員１人、九州地区警防実務研修会へ入校（平成２７年１２月１８日まで）

職員１人、九州地区予防実務研修会へ入校（平成２８年１月２９日まで）

職員１人、九州地区救急実務研修会へ入校（平成２８年２月１９日まで）

水槽付消防ポンプ自動車購入、水俣消防署に配置（更新）

職員２人退職（定年）、計６６人となる。

採用職員４人、計７０人となる。

非常勤職員６人採用（任期１年）

採用職員４人、熊本県消防学校初任科へ入校（平成２８年９月１６日まで）

熊本地震（マグニチュード６.５）

熊本県消防広域応援に基づく災害派遣（２隊５人×２回）出場（４月１６

日まで）

熊本地震（マグニチュード７.０）

職員１人、救急救命九州研修所指導救命士養成研修へ入校（平成２８年６

月９日まで）

熊本県消防広域応援に基づく災害派遣（１隊３人）出場（４月３０日まで）

熊本県消防広域応援に基づく災害派遣（１隊３人）出場（５月３日まで）

職員１人退職（自己都合）計６９人となる。

芦北消防署建設基本構想検討委員会発足

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成２９年３月１４日まで）

職員１人、九州地区警防実務研修会へ入校（平成２８年１２月１６日まで）

職員１人、九州地区予防実務研修会へ入校（平成２９年１月２７日まで）

職員１人、九州地区救急実務研修会へ入校（平成２９年２月１７日まで）

消防ポンプ自動車（ＣＤ−１型）購入、芦北消防署へ配置（更新）

職員３人退職（定年３人）計６６人となる。

採用職員４人、計７０人となる。
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非常勤職員５人採用（任期１年）

職員１人、熊本県防災消防航空隊へ派遣（平成３２年３月３１日まで）

採用職員４人、熊本県消防学校初任科へ入校（平成２９年９月２２日まで）

職員１人、救急救命九州研修所指導救命士養成研修へ入校（平成２９年６月

２３日まで）

九州北部豪雨災害で、大分県日田市に緊急消防援助隊（５人×２班）派遣

（平成２９年７月１１日まで）

広報車購入、水俣消防署に配置（更新）

資材搬送車（軽ワゴン）購入、水俣消防署に配置（更新）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成３０年３月１２日まで）

職員定数条例改正、職員定数８７人となる。

職員１人、九州地区警防実務研修会へ入校（平成２９年１２月２２日まで）

職員１人、九州地区予防実務研修会へ入校（平成３０年１月２６日まで）

高規格救急車購入、芦北消防署へ配置（更新）

職員１人、九州地区救急実務研修会へ入校（平成３０年２月９日まで）

新代表理事に水俣市長髙岡利治氏就任

職員１人退職（自己都合）計６９人となる。

採用職員６人、計７５人となる。

非常勤職員４人採用（任期１年）

採用職員６人、熊本県消防学校初任科へ入校（平成３０年９月２１日まで）

ドライブレコーダー購入、水俣消防署、芦北消防署車両１５台に配置

消防本部改修工事（１階仮眠室１増設、２階トイレ増設 他）

職員１人、消防大学校救助科へ入校（平成３０年１０月２１日まで）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（平成３１年３月１１日まで）

エアーテント購入、水俣消防署に配置

芦北消防署庁舎建設安全祈願祭

職員５人退職（定年５人）計７０人となる。

消防長就任　田口　伸二

採用職員８人、計７８人となる。

非常勤職員３人採用（任期１年）

採用職員８人、熊本県消防学校初任科へ入校（平成３１年９月２６日まで）

元号が「令和」に改められる。

職員１人、救急救命九州研修所指導救命士養成研修へ入校（令和元年６月

１９日まで）

職員２人、救急救命九州研修所へ入校（令和２年３月９日まで）

九州北部豪雨災害で佐賀県武雄市に熊本県消防広域応援に基づき災害派遣

（５人）出場（８月３１日まで）

無人航空機（ドローン）購入、水俣消防署に配置

広報車購入、芦北消防署に配置（新規）

職員１人、消防大学校火災調査科へ入校（令和元年１２月６日まで）

職員１人、九州地区警防実務研修会へ入校（令和元年１２月１３日まで）

職員１人、九州地区大規模災害対応実務研修会へ入校（令和２年２月２１日まで）
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芦北消防署新庁舎　運用開始

職員２人退職（定年２人）計７６人となる。

消防長就任　松本　光義

採用職員４人、計８０人となる。

再任用職員１人、会計年度任用職員３人採用（任期１年）

職員１人、熊本県消防学校へ派遣（令和５年３月３１日まで）

採用職員３人、熊本県消防学校初任科へ入校（令和２年９月１８日まで）

芦北町の前田将氏から多額の寄附により、高規格救急車購入、芦北消防署

に配置（新規）

職員１人、救急救命九州研修所指導救命士養成研修へ入校（令和２年８月

７日まで）

令和２年７月豪雨災害

死者１４人（芦北町１１人、津奈木町３人）、行方不明者１人（芦北町）

全壊７５棟、半壊１０５４棟、一部損壊５２４棟

芦北消防署庁舎被災（床上約４０㎝）、車両５台被災（水槽付き消防ポ

ンプ自動車、消防ポンプ自動車、救助工作車、高規格救急自動車、広報車）

職員１人退職（自己都合）計７９人となる。

職員２人、救急救命九州研修所へ入校（令和３年３月１５日まで）

芦北消防署訓練塔竣工

広報車購入、芦北消防署に配置（更新）

化学消防自動車購入、水俣消防署に配置（更新）

職員２人退職（定年２人）計７７人となる。

採用職員５人、計８２人となる。

再任用職員１人、会計年度任用職員２人採用（任期１年）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（令和３年１０月１１日まで）

採用職員５人、熊本県消防学校初任科へ入校（令和３年９月１７日まで）

芦北消防署庁舎災害復旧工事完了

職員１人、消防大学校危険物科へ入校（令和３年７月１５日まで）

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（令和４年３月１４日まで）

救助工作車購入、芦北消防署に配置（更新）

職員１人退職（自己都合）計８１人となる。

採用職員５人、計８６人となる。

再任用職員１人、会計年度任用職員２人採用（任期１年）

採用職員５人、熊本県消防学校初任科へ入校（令和４年９月１６日まで）

職員１人、救急救命九州研修所感染防止対策強化研修へ入校（令和４年４

月２２日まで）

職員１人、救急救命九州研修所指導救命士養成研修へ入校（令和４年７月

４日まで）

職員１人退職（自己都合）計８５人となる。

職員１人、救急救命九州研修所へ入校（令和５年３月１３日まで）

高規格救急自動車購入、水俣消防署に配置（更新）

職員１人退職（定年）計８４人となる。
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年　　月 日 沿 革

Ｒ  5．  4   1

〃

〃

採用職員３人、計８７人となる。

再任用職員２人、会計年度任用職員２人採用（任期１年）

職員１人、熊本県防災消防航空隊へ派遣（令和８年３月３１日まで）
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⑶　組合の組織

ア　組合特別職

イ　監査機関

議　　会

理 事 会

監査委員

会計管理者

消防本部

事 務 局

幹 事 会

総　務　課

業　務　課

総　務　課

予　防　課

警　防　課

水俣消防署

芦北消防署

役　職　名 氏　　　　名 備　　　　考

代 表 理 事 髙 岡 利 治 水 俣 市 長

副 代 表 理 事 竹 﨑 一 成 芦 北 町 長

理 事 山 田 豊 隆 津 奈 木 町 長

役　職　名 氏　　　　名 備　　　　考

監 査 委 員 永 田 あ 靖 水 俣 市 監 査 委 員

〃 栁 迫 好 則 津 奈 木 町 議 会 議 長
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ウ　組合議会

役　職　名 氏　　　　名 備　　　　考

議 長 宮 内 道 則 芦 北 町 議 会 議 長

副 議 長 岩 村 龍 男 水 俣 市 議 会 議 長

議 員 栁 迫 好 則 津 奈 木 町 議 会 議 長

〃 松 本 和 幸 水 俣 市 議 会 議 員

〃 真 野 頼 隆 〃

〃 藤 本 壽 子 〃

〃 田 口 憲 雄 水 俣 市 議 会 副 議 長

〃 髙 岡 朱 美 水 俣 市 議 会 議 員

〃 桑 原 一 知 〃

〃 小 路 貴 紀 〃

〃 宮 尾 秀 行 芦 北 町 議 会 議 員

〃 元 山 秀 志 芦 北 町 議 会 副 議 長

〃 草 野 安 道 芦 北 町 議 会 議 員

〃 林 田 燿 宏 〃

〃 楠 原 清 照 〃

〃 久 村 昌 司 津奈木町議会副議長

⑷　歴代消防長

歴　　　代 氏　　　　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

水
俣
市
消
防
本
部

初 代 市 川 末 雄 昭和 27年10月  1日 昭和 38年  5月31日

第二代事務取扱 助役　渡辺　勝一  〃  38年  6月  1日  〃  40年  1月31日

第 三 代 小　 島　 伊 之 吉  〃  40年  2月  1日  〃  45年  9月30日

第 四 代 岩 崎 良 一  〃  45年10月  1日  〃  52年  3月31日

水

俣

芦

北

消

防

組

合

初 代 岩 崎 良 一  〃  52年  4月  1日  〃  54年  3月  8日

第 二 代 小 崎 厚  〃  54年  3月  9日  〃  54年12月10日

職務代理者 山 口 栄  〃  54年12月11日  〃  54年12月19日

第 三 代 福 田 堅  〃  54年12月20日  〃  57年  2月21日

職務代理者 梅 下 優  〃  57年  2月22日  〃  57年10月  8日

第 四 代 山 田 真 逸  〃  57年10月  9日  〃  59年10月15日

職務代理者 梅 下 優  〃  59年10月16日  〃  59年12月17日

第 五 代 梅 下 優  〃  59年12月18日  〃  60年12月25日

職務代理者 久 木 田　 實　 喜  〃  60年12月26日  〃  61年  9月30日

第 六 代 久 木 田　 實　 喜  〃  61年10月  1日 平成   6年  3月31日

第 七 代 小 形 熊 義 平成   6年  4月  1日  〃    7年  3月31日

第 八 代 前 田 賢 治  〃    7年  4月  1日  〃    7年  9月30日
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⑸　組合構成市町人口等調

区分
市町

面　　積（㎢） 人　　口（人） 世帯数（世帯）

水 俣 市 163.29 22,447 11,191

芦 北 町 234.01 15,569 6,968

津 奈 木 町 34.08 4,292 1,894

合 計 431.38 42,308 20,053

歴　　　代 氏　　　　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

水

俣

芦

北

広

域

初 代 前 田 賢 治 平成   7年10月  1日 平成 10年  3月31日

第 二 代 髙 田 久 壽  〃  10年  4月  1日  〃  13年  3月31日

第 三 代 古 川 廣 光  〃  13年  4月  1日  〃  14年  3月31日

第 四 代 渕 上 重 徳  〃  14年  4月  1日  〃  15年  3月31日

第 五 代 坂 本 常 人  〃  15年  4月  1日  〃  19年  3月31日

第 六 代 一 明 司  〃  19年  4月  1日  〃  23年  3月31日

第 七 代 岩 田 繁 義  〃  23年  4月  1日  〃  27年  3月31日

第 八 代 松 村 幹 雄  〃  27年  4月  1日  〃  31年  3月31日

第 九 代 田 口 伸 二  〃  31年  4月  1日 令和   2年  3月31日

第 十 代 松 本 光 義 令和   2年  4月  1日 現在に至る



２　総　　　務

2022年度
全国統一防火標語

「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」
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２　総　　　務

⑴　消防機構

⑵　消防本部、署の事務分掌

⑶　消防庁舎

⑷　職員の定員及び実員数

⑸　消防本部、消防署人員配置表

⑹　職員、消防車等に対する人口等調

⑺　職員の年齢調

⑻　職員の勤続年数調

⑼　職員の専科別研修状況

⑽　職員の特殊技能、資格取得調

⑾　令和５年度一般会計歳入歳出予算（当初）

　ア　歳入

　イ　歳出

⑿　令和５年度市町別予算と消防予算（当初）
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⑴　消　防　機　構

庶　務　係

経　理　係

予　防　係

危 険 物 係

救急救助係

警　防　係

通信指令室

第 ２ 小 隊

第 １ 小 隊

第 ３ 小 隊

第 １ 小 隊

第 ２ 小 隊

第 ３ 小 隊

総　務　課

消　防　長 次　　　長 予　防　課

警　防　課

第 １ 中 隊

第 ２ 中 隊

水
俣
消
防
署

第 ２ 小 隊

第 １ 小 隊

第 ３ 小 隊

第 ２ 小 隊

第 １ 小 隊

第 ３ 小 隊

第 １ 中 隊

第 ２ 中 隊

芦
北
消
防
署
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⑵　消防本部、署の事務分掌

消防本部

総務課

庶務係

①　公印の保管に関すること。

②　文書の収発、審査、保存その他保管に関すること。

③　渉外に関すること。

④　消防法規の制定及び改廃に関すること。

⑤　消防職員（以下「職員」という。）の任免、服務、規律その他身分取扱に関すること。

⑥　職員の給与、福利厚生及び保健に関すること。

⑦　職員の教養及び研修に関すること。

⑧　職員の公務災害補償及び消防賞じゅつ金に関すること。

⑨　表彰に関すること。

⑩　職員の採用試験及び昇任試験に関すること。

⑪　被服その他の貸与に関すること。

⑫　退職手当及び退職年金等に関すること。

⑬　消防統計及び広報に関すること。

⑭　消防の応援協定に関すること。

⑮　各種協議会に関すること。

⑯　他係に属しないこと。

経理係

①　消防費予算の編成及び執行調整に関すること。

②　消防費に係る地方債及び国庫（県）補助に関すること。

③　消防費に係る契約に関すること。

④　消防費に係る物品の出納及び保管に関すること。

⑤　消防経費に関すること。

⑥　消防庁舎その他消防施設の維持管理に関すること。

⑦　消防費に係る財産の取得及び管理処分に関すること。

⑧　消防手数料に関すること。

⑨　その他経理係の分掌を適当とする事項
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予防課

予防係

①　予防広報に関すること。

②　火災予防思想の普及に関すること。

③　自主防災組織の育成及び指導に関すること。

④　婦人防火クラブの育成及び指導に関すること。

⑤　幼年、少年消防クラブの育成及び指導に関すること。

⑥　自衛消防隊の育成指導に関すること。

⑦　防火対象物の査察に関すること。

⑧　建築物の確認の同意に関すること。

⑨　消防用設備等の指導及び取締りに関すること。

⑩　防火管理者及び消防設備士に関すること。

⑪　消防計画の作成指導に関すること。

⑫　防炎物品に関すること。

⑬　火災予防違反処理に関すること。

⑭　その他予防係の分掌を適当とする事項

危険物係

①　危険物の規制に関すること。

②　少量危険物の規制に関すること。

③　指定可燃物の規制に関すること。

④　危険物施設の査察に関すること。

⑤　液化石油ガス販売事業所許可に対する意見書の交付に関すること。

⑥　液化石油ガスの設備工事届出に関すること。

⑦　火災予防違反処理に関すること。

⑧　煙火消費許可申請に関すること。

⑨　特殊材料ガスに関すること。

⑩　放射性同位元素取扱事業所に関すること。

⑪　その他危険物係の分掌を適当とする事項
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警防課

警防係

①　警防計画の作成及び実施に関すること。

②　消防演習その他消防隊の訓練計画に関すること。

③　水火災及びその他災害等の報告並びに統計に関すること。

④　消防機械器具の維持及び管理に関すること。

⑤　消防機械器具の補充及び改善等に関すること。

⑥　消防車両の登録及び検査に関すること。

⑦　その他警防係の分掌を適当とする事項

救急救助係

①　救急及び救助計画に関すること。

②　救急及び救助訓練の計画に関すること。

③　特殊救急業務の計画及び実施に関すること。

④　救急法及び救助法の指導並びに普及に関すること。

⑤　救急及び救助業務の報告並びに統計に関すること。

⑥　その他救急救助係の分掌を適当とする事項

通信指令室

①　通信及び指令業務に関すること。

②　通信施設の維持管理及び改善に関すること。

③　気象観測に関すること。

④　気象情報及び災害情報に関すること。

⑤　救急医療情報に関すること。

⑥　通信情報の整理保存に関すること。

⑦　消防情報の収集、記録、広報及び連絡調整に関すること。

⑧　その他通信指令室の分掌を適当とする事項
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消防署

警防係

①　水火災その他災害等の警戒及び防御に関すること。

②　警防計画の実施に関すること。

③　消防演習その他訓練に関すること。

④　消防地理及び水利に関すること。

⑤　消防気象及び関係警報に関すること。

⑥　消防機械器具の維持管理に関すること。

⑦　水火災その他災害等の原因及び損害調査に関すること。

⑧　り災証明に関すること。

⑨　火災と紛らわしい煙等を発するおそれのある行為等に関すること。

⑩　消防団の訓練指導に関すること。

⑪　車両の運行管理に関すること。

⑫　車両の整備に関すること。

⑬　消防法（昭和２３年法律第１８６号。以下「法」という。）第４条に規定する資料の提

出命令及び報告に関すること。

⑭　その他警防係の分掌を適当とする事項

救助係

①　救助業務の実施に関すること。

②　救助統計に関すること。

③　救助隊の訓練及び救助計画に関すること。

④　救助法の指導及び普及に関すること。

⑤　救助資機材の維持管理及び改善研究に関すること。

⑥　その他救助係の分掌を適当とする事項
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予防係

①　法第７条に規定する建築物（法第１７条に規定する対象物のうち延べ面積が、特定対

象物にあっては１,０００平方メートル未満、非特定対象物にあっては３,０００平方メート

ル未満）の許可、認可及び確認の同意に関すること。

②　法第８条及び法第８条の２に規定する届出に関すること。

③　同第８条の２の２の規定に関すること。

④　法第１７条の４に規定する建築物（延べ面積が、特定対象物にあっては１,０００平方

メートル未満、非特定対象物にあっては３,０００平方メートル未満）の消防用設備等に

ついての命令に関すること。

⑤　火災予防違反処理に関すること。

⑥　火災予防条例に関すること。

⑦　予防査察に関すること。

⑧　火災予防の広報に関すること。

⑨　自衛消防隊及び幼少年消防クラブ等の指導育成に関すること。

⑩　その他予防係の分掌を適当とする事項

救急係

①　救急業務の実施に関すること。

②　救急統計に関すること。

③　救急隊の訓練及び救急計画に関すること。

④　救急法の指導及び普及に関すること。

⑤　救急資機材の維持管理及び改善研究に関すること。

⑥　その他救急係の分掌を適当とする事項
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⑷　職員の定員及び実員数

階級

区分
司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 士 計

その他
の職員

定 員 87

実 員 1 14 19 18 9 26 87 4

87

（単位：人）

⑶　消　防　庁　舎

区分

本部署名
所　　在　　地 構　　　　　造 面　　　　　積

消 防 本 部

水俣消防署

〒867-0003

水俣市ひばりヶ丘

３番１２号

本部庁舎及び主訓練塔
　鉄筋コンクリート造２階建
　一部５階建

敷地面積� 13,744.74㎡
建築面積� 1,769.20㎡
延べ面積� 2,822.27㎡

副訓練塔
　鉄筋コンクリート造３階建

建築面積� 44.51㎡
延べ面積� 84.32㎡

車庫（消防）
　鉄骨造平屋建

建築面積� 174.18㎡
延べ面積� 192.12㎡

車庫（事務局）
　鉄骨造平屋建

建築面積� 110.25㎡

芦北消防署

〒869-5461

葦北郡芦北町大字芦北

２７８１番地８

庁舎
　鉄筋コンクリート造
　一部鉄骨造

敷地面積� 4,412.35㎡
建築面積� 1,261.28㎡
延べ面積� 1,279.55㎡

主訓練塔
　鉄筋コンクリート造３階建

建築面積� 58.43㎡
延べ面積� 141.78㎡

副訓練塔
　鉄筋コンクリート造３階建

建築面積� 34.37㎡
延べ面積� 75.00㎡
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⑸　消防本部、消防署人員配置表

階級
本部・署別

司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 士 合　計
その他
の職員

消

防

本

部

消 防 長 1 1

次 長 1 1

総
　
務
　
課

課 長 1 1

課 長 補 佐 1 1

庶 務 係 ⑴ ⑴ 1

経 理 係 ⑴ 2 2 ⑴

総 務 課 付 1 3 4

予
　
防
　
課

課 長 1 1

課 長 補 佐

予 防 係 1 ⑴ 1 ⑴

危 険 物 係 1 ⑴ 1 2 ⑴

警
　
防
　
課

課 長 1 1

課 長 補 佐 1  1

警 防 係 ⑴ ⑴

救 急 救 助 係 ⑴ 1 1 ⑴

通 信 指 令 室 1 ⑴ 1 ⑴ 3 1 6 ⑵ 1

小 計 1 7 ⑸ 4 ⑶ 6 2 3 23 ⑻ 2

消

防

署

水
俣
消
防
署

署 長 1 1

副 署 長 2 ⑵ 2 ⑵

第 １ 中 隊 4 ⑷ 4 2 6 16 ⑷

第 ２ 中 隊 4 ⑷ 3 2 7 16 ⑷

庶務係（再任用職員） 1 1

芦
北
消
防
署

署 長 1 1

副 署 長 2 ⑵ 2 ⑵

第 １ 中 隊 1 ⑵ 4 ⑵ 2 2 4 13 ⑷

第 ２ 中 隊 3 ⑷ 3 1 6 13 ⑷

庶務係（再任用職員） 1 1

小 計 7 ⑹ 17 ⒁ 12 7 23 66 ⒇

合 計 1 14 ⑾ 21 ⒄ 18 9 26 89 � 2

合 計
（再任用職員除く）

1 14 ⑾ 19 ⒄ 18 9 26 87 �

（単位：人）

（　）は事務取扱
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⑹　職員、消防車等に対する人口等調

区 分 人　　口（人） 世帯数（世帯） 面　　積（㎢）

職員（８７人）１人当たり 486 230 5 .0

消防ポンプ自動車（４台）１台当たり 10,577 5,013 108.0

救急車（４台）１台当たり 10,577 5,013 108.0

⑺　職員の年齢調

階級
年齢 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 士 合　計

20　 歳　 未　 満 2 2

20歳以上〜25歳未満 1 22 23

25歳以上〜30歳未満 7 8 2 17

30歳以上〜35歳未満 3 11 14

35歳以上〜40歳未満 8 8

40歳以上〜45歳未満 1 7 8

45歳以上〜50歳未満 3 1 4

50歳以上〜55歳未満 6 6

55　 歳　 以　 上 1 4 5

合 計 1 14 19 18 9 26 87

（単位：人）

⑻　職員の勤続年数調 （単位：人）

階級
年齢 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 士 合　計

3　 年　 未　 満 13 13

3 年以上〜5 年未満 2 8 10

5年以上〜10年未満 4 7 5 16

10年以上〜15年未満 4 12 16

15年以上〜20年未満 6 2 8

20年以上〜25年未満 8 8

25年以上〜30年未満 6 1 7

30　 年　 以　 上 1 8 9

合 計 1 14 19 18 9 26 87
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⑼　職員の専科別研修状況 （単位：人）

階　　級
専 科 別 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 士 計

消 防

大 学 校

幹 部 科 1 2 3

予 防 科 1 1 2

警 防 科 0

救 助 科 1 1 2

火 災 調 査 科 1 1

危 険 物 科 1 2 3

新 任 教 官 科 1 1

救急救命

研 修 所

救急救命士研修 1 10 7 6 24

薬 剤 投 与 研 修 2 2

指導救命士研修 3 3 6

九州地区

実務研修

警 防 実 務 研 修 1 8 5 14

大規模災害対応実務研修 2 2

予 防 実 務 研 修 2 5 7

救 急 実 務 研 修 2 2 4

消

防

学

校

初任
教育 初 任 科 1 14 19 18 9 26 87

幹部

教育

初 級 幹 部 科 7 6 13

中 級 幹 部 科 2 2

上 級 幹 部 科 1 1

専

科

教

育

警 防 科 5 6 1 12

救 助 科 1 13 19 17 3 53

特 殊 災 害 科 3 4 7

予 防 査 察 科 3 6 4 13

危 険 物 科 3 5 8

火 災 調 査 科 5 7 2 14

救急科（Ⅰ･Ⅱ･標準課程含む） 1 14 18 16 7 3 59

特

別

教

育

警 防 隊 員 研 修 3 7 6 16

指 導 員 研 修 5 7 5 17

潜 水 過 程 10 4 14

気 管 挿 管 講 習 8 3 2 13

薬 剤 投 与 講 習 1 7 2 2 12

指導救命士研修 2 2

救命士処置拡大 7 3 2 12

職 員 数 1 14 19 18 9 26 87
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⑽　職員の特殊技能、資格取得調

階級
種別 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 士 計

救 急 救 命 士 1 10 8 8 2 29

指 導 救 命 士 5 3 8

気 管 挿 管 8 8 3 1 20

薬 剤 投 与 1 9 8 8 2 28

予防技術

資 格 者

防火査察 2 6 7 3 1 19

消防用設備 1 1 2 2 6

危 険 物 2 1 1 4

運
　
転
　
免
　
許

大 型 免 許 1 14 19 16 5 1 56

中 型 免 許 2 4 10 16

準 中 型 8 8

準中型（５㌧） 3 3

普 通 免 許 4 4

小 型 船 舶 1 6 12 1 1 1 22

陸 上 無 線 技 士 1 14 19 18 9 23 84

航 空 無 線 技 士 2 2

危 険 物 取 扱 者 1 12 19 9 3 12 56

消 防 設 備 士（乙） 4 7 11

衛 生 管 理 者 1 5 4 10

潜 水 士 1 13 18 18 9 15 74

玉 掛 主 任 者 1 3 10 18 9 3 44

小型移動式クレーン技能講習 4 19 18 8 3 52

クレーン特別教育 3 14 11 28

酸欠・硫化水素技能講習 2 12 14

フルハーネス型安全帯
使用作業特別教育 7 2 9

潜 水 技 術 研 修 2 4 6 12

職 員 数 1 14 19 18 9 26 87

（単位：人）
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⑾　令和５年度一般会計歳入歳出予算（当初）

ア　歳　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　　　　較

１ 分担金及び負担金 1,912,531 1,853,177 59,354

２ 使用料及び手数料 49,440 48,095 1,345

３ 県 支 出 金 1,274 1,209 65

４ 財 産 収 入 1 1 0

５ 寄 附 金 1 1 0

６ 繰 越 金 1 1 0

７ 諸 収 入 14,802 16,136 △1,334

国庫支出金（廃款） 0 13,980 △13,980

歳 入 合 計 1,978,050 1,932,600 45,450

イ　歳　出

款
本年度

予算額

前年度

予算額
比　較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地方債 その他

１ 議 会 費 843 848 △5 843

２ 総 務 費 97,305 99,324 △2,019 256 97,049

３ 民 生 費 45,313 44,398 915 98 45,215

４ 衛 生 費 1,087,868 1,030,696 57,172 54,998 1,032,870

５ 消 防 費 734,220 744,833 △10,613 1,274 8,893 724,053

６ 公 債 費 5,501 5,501 0 5,501

７ 予 備 費 7,000 7,000 0 7,000

歳 出合計 1,978,050 1,932,600 45,450 1,274 64,245 1,912,531

（単位：千円）

（単位：千円）
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区分

市町別
一般会計予算 消防費予算

消 防 費 内 訳 一般会計と
消 防 費 の 
比 率 率 率常　備 非常備等 その他

水 俣 市 15,680,000 434,695 320,648 75,246 38,801 2.8％

芦 北 町 13,880,000 465,791 290,187 89,808 85,796 3.4％

津奈木町 3,789,000 346,965 119,180 18,932 208,853 9.2％

合 計 33,349,000 1,247,451 730,015 183,986 333,450 3.7％

⑿　令和５年度市町別予算と消防予算（当初） （単位：千円）



３　予　　　防

【６つの対策】
１　火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の

付いた機器を使用しましょう。

２　火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検

し、10年を目安に交換しましょう。

３　火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及

びカーテンは、防炎品を使用しましょう。

４　火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方

を確認しておきましょう。

５　お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に

確保し、備えましょう。

６　防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの

防火対策を行いましょう。

【４つの習慣】
１　寝たばこは、絶対やめましょう。

２　ストーブの周りに燃えやすいものを置かないようにしましょう。

３　こんろを使うときは火のそばを離れないようにしましょう。

４　コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜きましょう。

住宅防火　いのちを守る　10のポイント

−４つの習慣・６つの対策−
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３　予　　　防

２０２３年度全国統一防火標語

⑴　市町別防火対象物の現況

⑵　管内中高層建築物現況

⑶　市町別中高層建築物現況

⑷　消防法令に基づく届出種別件数

⑸　過去５箇年の査察実施状況

⑹　月別建築同意件数

⑺　市町別建築同意件数

⑻　市町別危険物施設数

⑼　危険物規制事務取扱状況

⑽　危険物手数料状況

⑾　火薬類消費手数料

⑿　危険物製造所等の数量別現況



⑴　市町別防火対象物の現況

区　分

　項

防 火 対 象 物 の 別

消防用設備等を必要とする

防 火 対 象 物

防火管理者を必要とする

防 火 対 象 物
防火管理者選任届出数

消防法第17条の3の3の規定
により有資格者による
点検が必要な防火対象物

水 

俣 

市

芦 

北 

町

津
奈
木
町

計

水 

俣 

市

芦 

北 

町

津
奈
木
町

計

水 

俣 

市

芦 

北 

町

津
奈
木
町

計

水 

俣 

市

芦 
北 
町

津
奈
木
町

計

消

防

法

施

行

令
　
　

別

表

第

一

に

よ

る

防

火

対

象

物

１
イ 劇場、映画館、演芸場又は観覧場 1 1 1 1 1 1 1 1

ロ 公会堂又は集会場 10 7 4 21 8 5 4 17 8 5 4 17 5 4 2 11

２

イ キャバレー、カフェー、クラブ等

ロ 遊技場又はダンスホール 2 2 4 2 2 4 2 1 3 2 2

ハ 性風俗関連特殊営業店舗等

ニ カラオケボックス、複合カフェ等

３
イ 待合、料理店等

ロ 飲食店 43 26 7 76 16 3 19 16 2 18 2 2

４ 百貨店、マーケット等 27 21 5 53 20 15 4 39 20 15 4 39 7 7 2 16

５
イ 旅館、ホテル又は宿泊所 18 40 58 12 5 17 11 5 16 8 4 12

ロ 寄宿舎、下宿又は共同住宅 201 47 7 255 10 1 11 9 9

６

イ 病院、診療所又は助産所 30 12 42 17 9 26 17 8 25 17 7 24

ロ 老人福祉施設、児童福祉施設等 21 23 6 50 19 16 5 40 19 16 5 40 11 8 3 22

ハ 老人デイサービス、経費老人ホーム等 33 16 2 51 15 7 2 24 15 7 2 24 2 1 3

ニ 幼稚園、特別支援学校等 3 2 1 6 3 1 4 3 1 4 1 1

７ 小学校、中学校、高等学校等 38 27 5 70 10 8 2 20 10 8 2 20

８ 図書館、博物館、美術館等 2 1 2 5 2 1 1 4 2 1 1 4

９
イ 公衆浴場のうち、蒸気浴場等

ロ イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場 2 8 1 11 1 5 6 1 5 6

１０ 車両の停車場又は船舶等の発着場 1 1

１１ 神社、寺院、教会等 6 9 1 16 2 4 6 2 1 3

１２
イ 工場又は作業場 156 102 17 275 6 4 10 6 4 10

ロ 映画スタジオ又はテレビスタジオ

１３
イ 自動車車庫又は駐車場 7 7 1 15

ロ 飛行機又は回転翼機の格納庫

１４ 倉庫 136 61 9 206

１５ 前各項に該当しない事業場 78 72 12 162 25 27 8 60 25 24 8 57

１６
イ 特定用途の複合用途防火対象物 81 44 5 130 35 21 2 58 32 20 2 54 10 8 18

ロ 非特定用途の複合用途防火対象物 36 17 3 56 4 2 2 8 4 2 2 8

１６の２ 地下街

１６の３ 建築物の地階で地下道に面して設けられたもの（１６の２を除く）

１７ 文化財保護法による指定建造物 2 1 3 2 2 2 2

１８ 延長５０ｍ以上のアーケード

１９ 市町村長の指定する山林

２０ 総務省令で定める舟車

合 計 934 545 88 1,567 210 135 31 376 205 125 30 360 65 40 7 112

−37−

（単位：棟）
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⑵　管内中高層建築物現況

階
項 ３ ４ ５ ６ ７以上 合　計

１
イ 1 1

ロ 3 2 5

２

イ

ロ

ハ

ニ

３
イ

ロ 6 6

４ 3 1 4

５
イ 2 1 2 2 1 8

ロ 30 17 2 2 51

６

イ 13 3 3 1 2 22

ロ 1 5 2 8

ハ 3 3

ニ

７ 20 2 22

８ 1 1

９
イ

ロ

１０

１１ 1 1

１２
イ 12 11 1 3 27

ロ

１３
イ 1 1 2

ロ

１４ 1 1

１５ 18 7 2 27

１６
イ 21 10 2 33

ロ 13 1 14

１７

合 計 147 62 15 7 5 236

（単位：棟）

⑶　市町別中高層建築物現況

階
市町別 ３ ４ ５ ６ ７以上 合　計

水 俣 市 104 45 11 7 5 172

芦 北 町 37 17 2 56

津 奈 木 町 6 2 8

合 計 147 62 15 7 5 236

（単位：棟）
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⑷　消防法令に基づく届出種別件数

届 出 種 別 件 数

工事整備対象設備等着工届 25

消防用設備等設置届 53

消防用設備等点検結果報告 624

防火対象物定期点検報告 31

防火対象物使用開始届 25

自衛消防組織設置（変更）届 1

共同防火管理協議事項届 1

管理権原者変更届

防火管理者選（解）任届 82

消防計画届 102

炉、かまど、ボイラー、乾燥設備届 13

燃料電池、発電、急速充電、変電、蓄電池設置届 48

水素ガスを充てんする気球の設置届

指定数量未満の危険物、指定可燃物貯蔵取扱届 8

圧縮アセチレンガス、液化石油ガス、毒劇物貯蔵取扱届 7

危険物製造所等品名、数量または指定数量の倍数変更届 5

危険物製造所等軽微な変更届 40

危険物製造所等廃止届 5

危険物保安監督者選（解）任届 14

予防規程認可申請 14

合 計 1,098

⑸　過去５箇年の査察実施状況

区分

年度別

防　　火

対象物数
査察件数

指 示 指 導 件 数

消火設備 警報設備 避難設備 防火管理

30 1,553 195 58 52 34 92

Ｒ1 1,600 151 35 33 34 63

Ｒ2 1,696 116 29 32 17 59

Ｒ3 1,747 184 34 32 26 79

Ｒ4 1,804 174 46 37 17 104

（単位：件）

（単位：件）
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⑹　月別建築同意件数

月　別

工事別
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合　計

新 築 4 5 2 1 1 3 4 3 1 1 7 32

増 築 1 1 2

改 築 1 1

移 転

用 途 変 更

模 様 替

合 計 4 5 2 1 2 3 4 3 3 1 7 35

（単位：件）

⑺　市町別建築同意件数

月　別

市町別
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合　計

水 俣 市 1 3 1 1 1 1 1 1 3 1 14

芦 北 町 3 2 1 1 2 3 1 7 20

津 奈 木 町 1 1

合 計 4 5 2 1 2 3 4 3 3 1 7 35

（単位：件）
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⑻　市町別危険物施設数

施設区分

市町別

事

業

所

数

合

計

製

造

所

貯 蔵 所 取 扱 所

小

計

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

地

下

タ

ン

ク

簡

易

タ

ン

ク

移

動

タ

ン

ク

屋

外

貯

蔵

所

小

計

給

油

取

扱

所

販

売

取

扱

所

移

送

取

扱

所

一

般

取

扱

所

水 俣 市 45 270 11 211 30 137 3 16 18 7 48 15 1 32

芦 北 町 29 55 31 2 5 1 15 8 24 16 8

津 奈 木 町 12 18 8 3 3 2 10 6 4

合 計 86 343 11 250 32 145 4 34 0 28 7 82 37 0 1 44

（単位：箇所）

⑼　危険物規制事務取扱状況

施設区分

区　分

合

計

製

造

所

貯 蔵 所 取 扱 所

小

計

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

地

下

タ

ン

ク

簡

易

タ

ン

ク

移

動

タ

ン

ク

屋

外

貯

蔵

所

小

計

給

油

取

扱

所

販

売

取

扱

所

移

送

取

扱

所

一

般

取

扱

所

許　可

設置 3 3 3 0

変更 59 20 18 1 14 1 2 21 7 1 13

完　成

検　査

設置 3 3 3 0

変更 54 20 17 1 13 1 2 17 7 1 9

タンク

検　査

水圧 3 1 0 2 2

水張 5 3 1 1 1 1

仮 使 用 43 18 5 1 3 1 20 7 1 12

廃 止 5 5 1 1 1 2 0

合 計 175 62 52 3 32 1 4 0 12 0 61 21 0 3 37

（単位：件）



−43−

⑿　危険物製造所等の数量別現況 （単位：箇所）

⑽　危険物手数料状況

区　　　　 分 計
許　　可 完成

検査

タンク検査 仮
使
用

仮
貯
蔵

仮
取
扱設置 変更 水圧 水張

件　　数（件） 172 3 59 57 3 5 43 0 2

収入額（千円）
1,000円未満切り上げ

2,703 78 1,570 739 28 45 232 0 11

⑾　火薬類消費手数料

申請区分
市町別

件　数

（件）

収入額

（千円）

水 俣 市 1 7.9

芦 北 町 2 15.8

津 奈 木 町 1 7.9

合 計 4 31.6

施設区分

倍　数

合

計

製

造

所

貯 蔵 所 取 扱 所

小

計

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

地

下

タ

ン

ク

簡

易

タ

ン

ク

移

動

タ

ン

ク

屋

外

貯

蔵

所

小

計

給

油

取

扱

所

販

売

取

扱

所

移

送

取

扱

所

一

般

取

扱

所

５ 倍 以 下 76 59 4 9 3 23 20 17 7 10

５倍を超え１０倍以下 40 1 33 3 15 7 2 6 6 1 5

10　〃� 50　〃 85 1 61 12 37 1 4 6 1 23 10 13

50　〃� 100　〃 46 2 27 6 21 17 8 9

100　〃� 150　〃 34 1 28 4 24 5 3 2

150　〃� 200　〃 11 2 6 2 4 3 2 1

200　〃� 1,000　〃 40 3 29 1 28 8 6 2

1,000 〃� 5,000　〃 7 1 4 4 2 2

5,000 〃� 10,000　〃 2 2 2 0

10,000倍を超えるもの 2 1 1 1 1

合 計 343 11 250 32 145 4 34 0 28 7 82 37 0 1 44



４　警　　　防

2021年度
全国統一防火標語

「おうち時間　家族で点検　火の始末」
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４　警　　　防

令和４年度熊本県豪雨対応訓練（水俣市災害対策本部）

⑴　消防隊の活動

⑵　令和４年火災発生状況（前年比較）

⑶　令和４年市町別火災発生状況

⑷　火災種別出火原因

⑸　管内火災発生状況

⑹　高機能消防指令センター

⑺　消防救急デジタル無線システム

⑻　消防無線呼び出し名称等

⑼　消防用車両

⑽　その他の消防機器（救助資機材）

⑾　災害用資器材

⑿　市町別消防水利
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⑴　消防隊の活動

　消防隊は定められた各種出場計画に基づき、火災をはじめあらゆる災害に出場し、消火活動、

救急救助活動など一連の防災活動を行っている。

ア　出火件数

　令和４年の管内における出火件数は１６件で、前年と比べ４件の減少となった。

イ　火災種別

　火災は６種類に分類され、令和４年の出火件数（１６件）のうち、その他の火災が７件発生

し、全火災の約半数を占めている。次いで、車両火災及び建物火災が各４件、林野火災が１

件となっている。

ウ　損害額

　火災による損害額は６，７１２千円で、前年の９７，３７６千円に比べ９０，６６４ 千円の減少と

なった。減少した要因としては、令和４年における建物火災の減少が大きな要因となっている。

エ　焼損面積

　火災による建物の焼損床面積は１３８㎡で、前年に比べ８０４㎡の減少であった。減少した要

因としては、令和４年における建物火災の減少が大きな要因となっている。

オ　死傷者

　火災による負傷者が１人、死者は０人で前年と同数となっている。

カ　出火原因

　出火原因別では、「その他」が７件、「たき火」が６件、「灯火」、「焼却炉」及び「排気管」

が各１件ずつとなっている。

市町別火災発生状況

４
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⑵　令和４年火災発生状況（前年比較）

年

区 分

令和４年 令和３年 前年との比較

Ａ Ｂ Ａ−Ｂ

出 火 件 数 16 20 △4

火

災

種

別

建 物 4 10 △6

林 野 1 0 1

車 両 4 2 2

船 舶 0 0 0

航 空 機 0 0 0

そ の 他 7 8 △1

焼

損

棟

数

全 焼 1 10 △9

半 焼 0 0 0

部 分 焼 2 4 △2

ぼ や 1 10 △9

爆 発 0 0 0

焼
損
面
積

建
物

床面積㎡ 138 942 △804

表面積㎡ 0 0 0

林 野 ａ 0 0 0

死
傷
者
数

合 計 1 1 0

死 者 0 0 0

負 傷 者 1 1 0

り 災 世 帯 数 2 9 △7

り 災 人 員 3 22 △19

損 
害 
額
　
　
千 

円

合 計 6,712 97,376 △90,664

建 物 2,055 72,094 △70,039

収 容 物 635 25,066 △24,431

林 野 0 0 0

車 両 4,022 190 3,832

そ の 他 0 26 △26

爆 発 0 0 0

月別火災件数



⑶　令和４年市町別火災発生状況

市町別

区　分

水 俣 消 防 署 芦北消防署
合 計

水 俣 市 津 奈 木 町 芦　北　町

出 火 件 数 2 3 11 16

火
災
種
別

建 物 2 1 1 4

林 野 0 0 1 1

車 両 0 1 3 4

船 舶 0 0 0 0

そ の 他 0 1 6 7

焼

損

棟

数

全 焼 0 0 1 1

半 焼 0 0 0 0

部 分 焼 1 1 0 2

ぼ や 1 0 0 1

爆 発 0 0 0 0

焼
損
面
積

建
物

床面積㎡ 1 26 111 138

表面積㎡ 0 0 0 0

林 野 ａ 0 0 0 0

死
傷
者
数

合 計 0 0 1 1

死 者 0 0 0 0

負 傷 者 0 0 1 1

り 災 世 帯 数 1 0 1 2

り 災 人 員 2 0 1 3

損 

害 
額
　
　
千
円

合 計 31 291 6,390 6,712

建 物 26 31 1,998 2,055

内 容 物 5 195 435 635

林 野 0 0 0 0

車 両 0 65 3,957 4,022

そ の 他 0 0 0 0

−48−

市町別火災件数

津奈木町 ３

芦北町 11

水俣市 ２
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⑷　火災種別出火原因

火災種別

原　因
建物火災 林野火災 車両火災 その他の火災 計

た き 火 1 5 6

灯 火 1 1

焼 却 炉 1 1

排 気 管 1 1

そ の 他 3 3 1 7

合 計 4 1 4 7 16

（単位：件）

建物火災出火原因（過去5年）



⑸　管内火災発生状況
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市町
暦年

管内
合計

水 俣 市 津 奈 木 町 芦 北 町 田 浦 町

建物 林野 車両 船舶 その他 計 死者 負傷者 建物 林野 車両 船舶 その他 計 死者 負傷者 建物 林野 車両 船舶 その他 計 死者 負傷者 建物 林野 車両 船舶 その他 計 死者 負傷者

昭和54年 31 11 3 14 3 1 1 1 3 8 2 2 12 1 1 2
昭和55年 44 12 2 1 6 21 1 5 3 1 2 6 1 6 1 1 5 13 1 1 2 2 4
昭和56年 43 14 2 3 8 27 2 1 1 1 3 1 5 5 1 5 1 2 8
昭和57年 30 7 1 9 17 1 2 1 1 4 1 2 1 2 6 2 1 3
昭和58年 27 8 1 2 11 1 1 2 6 3 2 11 1 1 1 3
昭和59年 36 13 2 1 1 2 19 7 2 1 3 2 5 3 8 2 2 1 1 6 1 2
昭和60年 29 10 3 1 3 17 1 2 1 3 4 1 1 1 7 2 1 1 2
昭和61年 30 11 1 1 13 2 4 3 1 1 5 7 1 8 2 1 1 4 1 2
昭和62年 27 16 3 19 1 2 2 4 4 2 2 1
昭和63年 33 7 3 5 15 3 2 5 7 1 1 9 2 1 1 4 3 1
平成元年 25 11 2 13 2 2 3 3 5 2 1 8 1 1 1
平成 2 年 19 9 1 2 12 4 4 4 1 2 1 3 0
平成 3 年 20 8 1 9 1 1 2 2 1 4 1 5 1 2 1 1 4
平成 4 年 29 9 2 6 17 2 2 2 2 3 1 2 6 2 4 4 1
平成 5 年 37 12 1 4 17 3 4 3 7 8 1 1 10 2 2 1 3
平成 6 年 42 14 3 9 26 1 3 1 4 6 3 2 11 1 1 1
平成 7 年 28 11 3 14 2 2 1 1 1 3 3 2 1 5 11 1 0
平成 8 年 29 7 3 1 10 21 1 6 0 4 2 1 7 1 1 1
平成 9 年 36 15 1 8 24 2 3 1 4 3 1 1 5 2 1 3
平成10年 27 10 1 5 16 3 1 1 5 3 8 1 1 1 2 4
平成11年 30 6 1 1 2 10 1 1 1 1 2 4 6 3 1 3 13 2 1 2 1 3 1
平成12年 21 8 1 9 1 1 2 2 5 1 3 2 5 1 1 2
平成13年 21 5 2 1 8 1 3 1 4 7 1 8 2 1 1 1
平成14年 30 11 1 1 1 14 1 1 1 2 4 7 2 9 1 2 3
平成15年 28 6 2 8 16 1 1 2 2 4 1 2 1 8 1 1 1 2
平成16年 43 11 4 5 20 1 4 3 3 10 1 7 1 2 10 3 2 1 3 1
平成17年 21 10 2 2 14 1 1 1 5 1 6

平成17年 1 月 1 日芦北町と合併

平成18年 31 3 1 8 12 2 2 8 1 3 5 17 2 1
平成19年 31 13 1 4 18 3 2 2 2 2 2 3 4 11 1 1
平成20年 31 5 9 14 2 1 1 2 10 1 4 15 8
平成21年 27 4 4 8 1 2 3 5 8 1 3 2 14 1
平成22年 16 3 1 4 4 1 5 1 3 1 3 7 2
平成23年 25 7 1 2 10 3 3 1 4 7 1 3 11 1
平成24年 18 5 1 1 7 1 2 2 1 3 1 4 1 3 8
平成25年 23 7 2 5 14 2 1 1 2 1 3 1 3 7 1
平成26年 17 4 1 3 8 2 1 1 2 3 3 8 1 1
平成27年 14 1 1 3 5 1 1 1 2 6 1 7 1
平成28年 14 5 2 1 2 10 1 1 1 3 3 1
平成29年 11 3 1 1 5 1 0 3 1 1 1 6 2
平成30年 18 7 1 3 11 2 1 2 3 3 1 4
令和元年 18 9 1 1 11 4 1 2 3 1 3 4
令和 2 年 16 2 1 3 6 2 2 4 1 4 2 6 1
令和 3 年 20 4 4 8 1 1 2 5 2 3 10 1
令和 4 年 16 2 2 1 1 1 3 1 1 3 6 11 1
合　計 1,162 356 39 27 2 162 586 18 77 73 17 12 0 38 140 5 9 208 36 34 0 87 365 10 40 37 13 6 0 15 71 7 13
平　均 26.4 13.3 3.2 8.3 2.7
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⑹　高機能消防指令センター
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⑺　消防救急デジタル無線システム
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⑻　消防無線呼び出し名称等

区
分

無線局の

種　別

識別信号

（呼出し名称）

周 波 数
出力 車載区分等 備　　考

活動波１ 活動波２ 主運用波７
統制波
１.２.３

主運用波
１〜６

本
　
　
部
　
　
・
　
　
水
　
　
俣
　
　
消
　
　
防
　
　
署

固 定 局 みなまたほんぶ 中尾山基地局内

〃 みなまたしょうぼう 消 防 本 部 内

基 地 局 みなしょうほんぶ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 中尾山基地局内

陸上移動局 みなしょうたくじょう１ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 消防本部災対室内

〃 みなしょうかはん１ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 指 揮 車 積 載

〃 みなしょう１ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ タ ン ク 車 車載型無線機

〃 みなしょう２ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ ポ ン プ 車 〃

〃 みなしょう３ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 救 助 工 作 車 〃

〃 みなしょう４ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 屈 折 梯 子 車 〃

〃 みなしょう５ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 化 学 車 〃

〃 みなしょう６ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 資機材搬送車 〃

〃 みなしょう７ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 指 揮 車 〃

〃 みなしょう８ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 指 令 車 〃

〃 みなしょうきゅうきゅう２ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 高規格救急車 〃

〃 みなしょうきゅうきゅう３ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 〃 〃

〃 みなしょうきゅうきゅう４ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 〃 〃

〃 みなしょう１０１ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 携 帯 無 線 携帯型無線機

〃 みなしょう１０２ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう１０３ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう１０４ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう１０５ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう１０６ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４０１  1 ｗ ４００ＭＨｚ帯 署活動無線機

〃 みなしょう４０２  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４０３  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４０４  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４０５  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４０６  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４０７  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４１２  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４１３  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４１５  1 ｗ 〃 〃

芦
　
　
北
　
　
消
　
　
防
　
　
署

固 定 局 みなまたつるかけ 鶴掛基地局内

基 地 局 みなしょうつるかけ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 〃

陸上移動局 みなしょうたくじょう２ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 芦北消防署内

〃 みなしょう１１ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ タ ン ク 車 車載型無線機

〃 みなしょう１２ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ ポ ン プ 車 〃

〃 みなしょう１３ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 救 助 工 作 車 〃

〃 みなしょう１４ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 指 揮 車 〃

〃 みなしょうきゅうきゅう１ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 高規格救急車 〃

〃 みなしょうきゅうきゅう５ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 〃 〃

〃 みなしょう２０１ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 携 帯 無 線 携帯型無線機

〃 みなしょう２０２ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう２０３ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう２０４ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４０８  1 ｗ ４００ＭＨｚ帯 署活動無線機

〃 みなしょう４０９  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４１０  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４１１  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４１４  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４１６  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４１７  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４１８  1 ｗ 〃 〃

〃 みなしょう４１９  1 ｗ 〃 〃

管

内

市

町

〃 みなしょう２１ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 水俣市防災車 車載型無線機

〃 みなしょう２２ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 津奈木町防災車 〃

〃 みなしょう２３ ○ ○ ○ ○ ○ 10ｗ 芦北町防災車 〃

〃 みなしょう３０１ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 水 俣 市 携 帯 携帯型無線機

〃 みなしょう３０２ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 津奈木町携帯 〃

〃 みなしょう３０３ ○ ○ ○ ○ ○  5 ｗ 芦 北 町 携 帯 〃

水
俣
消
防
署

陸上移動局 みなしょう５０１ 5 ｗ 7 ch 使用制限なし
海上保安庁、警察、自衛隊と
大規模災害等の時活用する

携帯型無線機

〃 みなしょう５０２ 〃 〃 〃

防災相互波（アナログ無線）
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⑼　消防用車両

所 

属

区分

車両

車体メーカー
及び年式

定
員
（人）

級別
総排気量
（cc）

総重量
（㎏）

ポンプ型式等
積載ホース
（本）

本
部 連 絡 車

ト ヨ タ
（H21）

5 2,360 1,775

水

俣

消

防

署

広 報 車
ト ヨ タ
（H29）

8 1,980 2,010

指 令 車
ト ヨ タ
（H24）

7 2,690 2,445

指 揮 車
日 産
（H24）

6 2,480 3,225

水槽付消防ポン
プ自動車（I−B型）

日 野
（H28）

6 Ａ２ 6,400 10,500
ＧＭいちはら工業
ＧＭ23

50㎜�10
65㎜�34

消防ポンプ自動
車�（CD−１型）

日 野
（H25）

5 Ａ２ 4,000 5,745
ナカムラ消防化学
ＮＥ20ＢＡ

50㎜�10
65㎜�33

屈折はしご付消防
ポンプ自動車

日 野
（H24）

6 Ａ１ 8,860 16,960
日本機械
Ｖ3000

50㎜� 1
65㎜� 7

化学消防ポンプ
自動車（Ⅱ型）

日 野
（R3）

6 Ａ２ 5,120 11,600
ＧＭいちはら工業
ＧＭ23

50㎜�11
65㎜�33

救 助 工 作 車
（Ⅱ型）

日 野
（H21）

6 6,400 10,380
クレーン付ブーム
後方

救急自動車２
（予備車）

日 産
（H21）

7 高規格 3,490 3,235

救急自動車４
ト ヨ タ
（H30）

7 高規格 2,690 3,145

救急自動車３
日 産
（R5）

7 高規格 2,480 3,355

人 員 輸 送 車
ト ヨ タ
（H23）

29 4,000 5,395

資機材搬送車
三 菱
（H23）

3 4,890 7,995
クレーン付ブーム
後方

資材搬送車（軽）
ス ズ キ
（H29）

4 650 1,300

芦

北

消

防

署

救 助 工 作 車
（Ⅱ型）

日 野
（R3）

5 5,120 11,975
クレーン付ブーム
後方

指 揮 車
三 菱
（H23）

5 3,490 2,505

水槽付消防ポン
プ自動車（I−B型）

日 野
（H19）

6 Ａ２ 6,400 9,600
モリタ
ＭＥ−５

50㎜�12
65㎜�27

消防ポンプ自動
車�（CD−１型）

日 野
（H29）

5 Ａ２ 4,000 6,075
ＧＭいちはら工業
ＧＭ23

50㎜� 8
65㎜�25

救急自動車１
ト ヨ タ
（H24）

7 高規格 2,690 3,225

救急自動車５
ト ヨ タ
（R2）

7 高規格 2,690 3,225

広 報 車
ト ヨ タ
（R2）

7 1,490 1,705
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⑽　その他の消防機器（救助資機材）

区分 品 名 数　　量
常 置 場 所

備 考
水俣消防署 芦北消防署

一
般
用
救
助
器
具

三連はしご 8 4 4
かぎ付はしご 7 4 3
空気式救助マット 1 1 0
空気式救命索発射銃 2 1 1
救助用縛帯 10 6 4
バスケット型救助用担架 5 2 3

重
量
物
排
除
用
器
具

油圧式ジャッキ 3 1 2
可搬ウインチ 3 1 2
大型油圧スプレッダー 4 1 3
油圧スプレッダー 1 1 0
マンホール救助器具 3 1 2
マット型空気ジャッキ一式 3 1 2
チェーンブロック 1 0 1

切

断

器

具

大型油圧切断機 3 1 2
酸素溶断機 2 1 1
エンジンカッター 3 1 2
チェーンソー 7 2 5
空気鋸 2 1 1
電気鋸 2 1 1
ペダルカッター 2 1 1

破
壊
用
器
具

万能斧 14 9 5
ハンマー 6 3 3
携帯用コンクリート破壊器具 2 1 1
削岩機 4 2 2
ハンマードリル 1 0 1

検
知
・
測
定

用
器
具
　
　

可燃性ガス測定器 0 0 0
有毒ガス測定器 1 1 0
酸素濃度測定器 0 0 0
放射線測定器 36 33 3
マルチガスモニター 4 2 2

呼
吸
・
隊
員
保
護
用
器
具

空気呼吸器 43 27 16
酸素呼吸器 2 2 0
送排風機 3 1 2
防塵マスク 37 26 11
防毒マスク 32 26 6
耐熱服 4 2 2
放射線防護服 2 2 0
陽圧式化学防護服 2 2 0
化学防護服 3 3 0
落下制止用器具 8 4 4
耐電衣 12 7 5
耐電手袋 23 16 7
耐電長靴 11 4 7
携帯警報器 10 5 5

水
難
救
助
用
器
具

潜水器具一式 10 5 5
救命胴衣 39 17 22
水中用投光器 18 7 11
救命浮環 13 10 3
浮標 3 3 0
救命ボート 6 2 4
船外機 2 1 1

山
岳

登山器具一式 2 1 1
ストレッチャー 2 1 1

そ
の
他
の
器
具

投光器 15 12 3
携帯投光器 31 16 15
携帯拡声器 15 7 8
携帯無線機 29 16 13
車両移動器具 2 2 0
簡易画像探索器 3 2 1
発電機 7 5 2
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⑾　災害用資器材

区分

品名

水 俣 消 防 署 芦 北 消 防 署

基 準 数 現有数 基 準 数 現有数

角 ス コ ッ プ ６ ２ ７ １

剣先スコップ １６ ３１ ９ ９

ツ ル ハ シ ６ ８ ３ １

造 林 鎌 ４ ２ ７ ０

鉈　 鎌�（大） ４ ６ ７ ４

鉈　 鎌�（小） ６ ２ ０ ０

鉈 ６ ７ ７ １１

鎌 ６ ４ ７ ４

鋸 ６ ２ ７ ５

か け や １１ ７ ７ ３

山 鍬 ５ １ ５ １

斧 ０ ３ ４ ５

吸着マット、オイルドライ、化学消火薬剤

区分
品名

水 俣 消 防 署 芦 北 消 防 署数　量 数　量

吸 着 マ ッ ト

５０㎝×５０㎝ ７１枚 ５０㎝×５０㎝ ６５枚

０．６５ｍ×６５ｍ ０ ０．６５ｍ×６５ｍ ０

１ｍ×２０ｍ ０

オイルドライ

１８㎏袋入り
（オイルドライＧ１００）

２
１８㎏袋入り

（オイルドライＧ１００）
２

１０㎏入り
（ＡＣライト）

２
１０㎏入り
（ＡＣライト）

３

１８㎏入り
（ＡＣライト）

５
４．５㎏入り
（ＡＣライト）

０

化学消火薬剤

合成界面活性剤Ａ ８０ℓ 合成界面活性剤Ａ １００ℓ

合成界面活性剤Ｂ １２０ℓ 合成界面活性剤Ｂ ２０ℓ

たんぱく
（耐アルコール用）

３００ℓ
たんぱく

（耐アルコール用）
６０ℓ

水成膜 １２０ℓ
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⑿　市町別消防水利

イ　消火栓、防火水槽等

種　別

市町別

公 設

合　計
消火栓

防 火 水 槽 湧 水

100㎥
以上

40〜100㎥
未満

20〜40㎥
未満

40㎥以上
20〜40㎥
未満

水 俣 市 455 110 41 2 9 617

芦 北 町 309 2 264 24 2 601

津 奈 木 町 129 52 23 204

合 計 893 2 426 88 2 11 1,422

ロ　その他の水利

（単位：基）

種　別

市町別

そ の 他
合　計

河川溝等 海・湖 プール 濠･池等 下水道 その他

水 俣 市 16 15 14 45

芦 北 町 16 22 1 39

津 奈 木 町 25 5 5 35

合 計 57 20 41 1 0 0 119



５　救　　　急

2020年度
全国統一防火標語

「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」
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５　救　　　急

水俣消防署　高規格救急車（令和５年３月更新）

⑴　救急隊の活動

⑵　市町別救急出場状況の推移

⑶　令和４年救急出場状況（前年比較）

⑷　市町別救急出場件数

⑸　年齢区分別搬送人員

⑹　傷病程度別搬送人員

⑺　現場到着所要時間別出場件数

⑻　収容所要時間別搬送人員

⑼　収容所要時間

⑽　ＣＰＡ（心肺停止）搬送状況

⑾　住民に対する応急手当の普及

⑿　防災ヘリ･ドクターヘリ運用状況

⒀　救急資器材保有状況
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⑴　救急隊の活動

　救急隊員は、人命を救護するという重要な任務に従事することから、最低２５０時間の救急業

務に関する教育を修了した者をもって充てるようにされている。

　当消防本部では、高度化する救急需要に応えるため、４隊２２人の隊員が活動しており、各隊

とも平成３年施行の救急救命士法に規定する救急救命士、救急標準課程修了者の３人で編成され、

各消防署に配備された４台の高規格救急車（水俣２台、芦北２台）に搭乗し活動を行っている。

　また、新型インフルエンザ、新型コロナウイルス、エボラ出血熱等の重症感染症が発生した

際の搬送や、配備中の４台の高規格救急車の点検整備時の対応として、救急予備車１台が水俣

消防署に配備されている。

　令和４年中の救急出場件数は、２，３４２件で前年より２１１件増加、搬送件数は２，２３６件で

２０７件の増加、搬送人員は２，２５５人で２２０人の増加となった。

⑵　市町別救急出場状況の推移

４
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⑶　令和４年救急出場状況（前年比較）

区　　分
令 和 ４ 年 令 和 ３ 年 前年との比較 令和４年

１日平均件数等Ａ 構成比％ 件数等Ｂ 構成比％ Ａ−Ｂ

救急出場件数 2,342 100 2,131 100 211 6.4件

事

故

種

別

火 災 1 0.1 1 0.1 0

自然災害 0

水 難 3 0.1 5 0.2 △2

交通事故 96 4.1 80 3.7 16

労働災害 25 1.1 28 1.3 △3

運動競技 12 0.5 9 0.4 3

一般負傷 402 17.1 346 16.2 56

加 害 4 0.2 4

自損行為 19 0.8 17 0.8 2

急 病 1,443 61.6 1,292 60.7 151

そ
の
他

転　院 337 14.4 351 16.5 △14

その他 2 0.1 △2

搬 送 件 数 2,236 2,029 207 6.1件

搬
送
人
員

男 1,160 51.5 1,076 52.9 84

女 1,095 48.5 959 47.1 136

計 2,255 2,035 220 6.2人

不 搬 送 件 数 106 102 4

事故種別出場件数

急病 1,443

加害 4

一般負傷 402

運動競技 12
火災 1

交通事故
96

労働災害 25

転院 337

水難 3

自損行為 19
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⑷　市町別救急出場件数

市町別
区　分

水俣市 津奈木町 芦北町 その他 合　計

救急出場件数 1,273 213 854 2 2,342

事

故

種

別

火 災 1 1

自然災害 0

水 難 2 1 3

交通事故 56 6 33 1 96

労働災害 15 4 6 25

運動競技 5 3 4 12

一般負傷 227 34 141 402

加 害 2 1 1 4

自損行為 7 5 7 19

急 病 795 160 487 1 1,443

そ
の
他

転　院 164 173 337

その他 0

構 成 比　 ％ 54.4 9.1 36.4 0.1 100

⑸　年齢区分別搬送人員
事故種別

年齢区分

火災 自然 水難 交通 労災 運動 一般 加害 自損 急病 その他 計
構成比
％

新生児 0

乳幼児 2 2 3 19 26 1.2

少　年 7 7 5 28 1 48 2.1

成　人 49 20 5 44 3 5 246 51 423 18.7

老　人 1 1 47 3 340 6 1,075 285 1,758 78.0

合　計 1 3 105 23 12 392 3 11 1,368 337 2,255 100

※市町別その他について、南九州西回り自動車道で発生した交通事故１件、急病１件。

市町別救急出場件数

芦北町
854

津奈木町
213

その他
2

水俣市
1,273
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⑹　傷病程度別搬送人員

区分

事故種別
死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他 計

急 病 45 171 587 565 0 1,368

交通事故 1 2 26 76 0 105

一般負傷 3 36 173 180 0 392

そ の 他 6 96 200 88 0 390

計 55 305 986 909 0 2,255

構成比％ 2.5 13.5 43.7 40.3 0 100

⑺　現場到着所要時間別出場件数

区　分 3分未満
3分以上
5分未満

5分以上
10分未満

10分以上
20分未満

20分以上 計
現場着最短
所要時間
（分）

現場着最長
所要時間
（分）

平　　均
所要時間
（分）

急 病 1 17 607 681 137 1,443 2 73 11.8

交通事故 1 31 47 17 96 4 53 13.7

一般負傷 3 171 189 39 402 4 51 11.7

そ の 他 1 24 255 112 9 401 2 27 8.5

計 2 45 1,064 1,029 202 2,342

⑻　収容所要時間別搬送人員

区　分
10分未満

10分以上
20分未満

20分以上
30分未満

30分以上
60分未満

60分以上
120分未満

120分以上 計

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

急 病 38 390 746 43 188 80 6 5 1,368 128

交通事故 4 18 62 1 21 2 105 3

一般負傷 10 108 221 9 52 27 1 1 392 37

そ の 他 30 89 2 224 89 46 42 1 1 390 134

計 82 605 2 1,253 142 307 151 8 7 2,255 302

⑼　収容所要時間

区　分
収容最短所要時間

（分）

収容最長所要時間

（分）

収容平均所要時間

（分）

急 病 15 171 40.8

交通事故 15 103 43.8

一般負傷 16 152 40.9

そ の 他 13 127 41.1
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⑽　ＣＰＡ（心肺停止）搬送状況

　令和４年のＣＰＡ出動は９４件（うち不搬送：３４件）発生し、６０件（６０人）を搬送してい

る。搬送事案の中で、心拍再開が９例で、そのうち生存退院が３例あった。またバイスタンダー

奏功事例が１例あった（バイスタンダー：救急現場に居合わせた人のこと）。

⑾　住民に対する応急手当の普及

　救急要請から救急隊が現場に到着するまでに要する時間は、当消防本部の令和４年中の平均

は約１１．３分である。救急隊が現場に到着するまでの間に、救急現場近くの一般住民による応

急手当が適切に実施されれば、大きな救命効果が得られる。

　当消防本部においては、平成５年３月に自治省消防庁が制定した「応急手当の普及啓発活動

の推進に関する実施要綱」に基づき、心肺蘇生法及び「平成１６年７月１日付け消防庁救急救助

課長通知」により一般住民によるＡＥＤ（自動体外式除細動器）使用が認められたため、講習

会の中に取り込み、実技指導を中心とした講習会を実施し、住民に対する応急手当の普及啓発

に努めている。

　令和４年中に実施した講習会については表のとおりである。昨年は、新型コロナウイルス感

染症の影響により、普通救命講習会３件、一般救急講習会９件であったが、今年は、感染が落

ち着いている時期に多数の受講依頼があり、コロナ禍において、最も多く講習を開催すること

ができた。

　　救急救命講習実施状況

⑿　防災ヘリ・ドクターヘリ運用状況

　平成２３年からドクターヘリが運航開始し、基本的にドクターヘリは現場救急、防災ヘリは転

院搬送を担っているが、相互補完として２機体制で救急活動が行われている。

　令和４年の当消防本部での利用実績は、防災ヘリが５件、ドクターヘリが１７件の合計２２件

となっている。

　内訳として、防災ヘリは転院搬送４件、訓練参加１件の合計５件、ドクターヘリは現場救急

７件、転院搬送９件、救助１件の合計１７件の合計２２件である。

　ドクターヘリについては、現場救急として交通事故等の１１９入電時に負傷状況を聴取した時

種 別 講習回数
受 講 人 員

男 性 女 性 計

上級救命講習会 0 0

普通救命講習会 14 149 28 177

一般救急講習会 25 213 259 472

普及員養成講習会 0 0

計 39 362 287 649

※ 普通救命講習会はＡＥＤ講習を含む
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点で、すぐに要請を行ったが、現場到着後にフライトドクターの判断で陸路搬送とした事例が

２例、現場出動隊到着後のキャンセルが２例、悪天候のため出場不可が１例あった。

　ヘリの利用は、重症患者で搬送を急ぐ場合や、長距離の搬送で患者に負担が掛からないため

の有効な搬送手段として活用している状況である。

　令和４年中は、防災ヘリ（４事案）、ドクターヘリ（８事案）が消防本部ヘリポートを離発着

場として活用している。
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⒀　救急資器材保有状況

品 名
常置場所

品 名
常置場所

水俣 芦北 水俣 芦北

患者監視装置 3 2 蘇生訓練用成人用人形 8 6

人工呼吸器 3 2 蘇生訓練用小児用人形 2 1

吸引器（足踏式） 0 1 蘇生訓練用乳児用人形 6 2

吸引器（車　載） 0 0 酸素ボンベ（１０ℓ） 10 8

吸引器（携　帯） 5 3 酸素ボンベ（３ℓ） 5 0

手動引き金式人工蘇生器 1 1 酸素ボンベ（２ℓ） 10 8

自動式心臓マッサージ器 1 1 気道確保トレーナー 1 1

全身ギプスセット 3 4 高度救急シミュレーター 3 1

マジックギプス 5 2 レサシテーター 0 0

ショックパンツ 1 0 ＡＥＤトレーニングユニット 9 4

喉頭鏡セット（ビデオ喉頭鏡含む） 4 3 紫外線消毒器 0 0

マギール鉗子 6 4 殺菌ロッカー 1 1

流量計付加湿酸素吸入装置 3 2 救急用携帯電話 2 2

血圧計（車載・携帯用） 10 7 カーディオポンプ 0 0

半自動式除細動器 3 2 自動手指消毒器 0 0

パルスオキシメーター（携帯用） 8 4 高圧蒸気滅菌器 0 0

輸液ポンプ 0 0 ガス滅菌器 0 0

携帯用人工呼吸器 8 6 噴霧式消毒器 0 0

携帯酸素ホルダー 5 4 点滴用スタンド 3 2

スクープストレッチャー 6 3 ＡＥＤ 3 2

ターポリン担架 6 4 アクター９１１（成　人） 2 1

折りたたみ式ストレッチャー 0 0 アクター９１１（小　児） 1 0

ＣＰＲボード 3 2 エアストレッチャー 4 2

バックボード（一式） 9 6 リトルアン（成　人） 8 8

リングカッター 3 4 リトルアンQCPR（成　人） 9 0

防護マスク（６００ＤＮ） 6 3 リトルアンQCPR（小　児） 1 0

搬送用アイソレーター 1 0 オゾン発生器 2 0



６　救　　　助

2019年度
全国統一防火標語

「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」
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６　救　　　助

チェーンソー取扱い講習会

⑴　救助隊の活動

⑵　救助出場件数及び救助人員の推移

⑶　令和４年市町別救助出場件数及び救助人員
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⑴　救助隊の活動

　消防が行う救助活動は、火災・交通事故・水難事故あるいは自然災害などによる要救助者を

各種救助資機材を活用して、安全、確実、迅速に救出することを使命としている。

　令和４年中における救助活動は、救助出場件数２７件で前年より１件の減少、救助人員は１２

人増加の２８人となっている。

⑵　救助出場件数及び救助人員の推移

救助出場件数及び救助人員の推移

区分

年

救 助 出 場 件 数 救 助 人 員

件　　数 対前年増減数 人　　員 対前年増減数

平成３０年 28 1 16 △8

令和元年 36 8 27 11

令 和２年 27 △9 21 △6

令和３年 28 1 16 △5

令和４年 27 △1 28 12

４
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⑶　令和４年市町別救助出場件数及び救助人員

事故種別

区分
火災

交通

事故

水難

事故

自然

災害

機械等
による
事故

建物等
による
事故

ガス及
び酸欠
事故

爆発

事故
その他 計

救
助
出
場
件
数

水 俣 市 2 9 2 1 14

津奈木町 1 2 3

芦 北 町 1 7 2 10

管　　外 0

合　計 4 18 2 3 27

救

助

人

員

水 俣 市 11 2 1 14

津奈木町 4 4

芦 北 町 8 2 10

管　　外 0

合　計 23 2 3 28



７　消　防　団

2018年度
全国統一防火標語

「忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認」
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７　消　防　団

消防団啓発ポスター（総務省消防庁）

⑴　市町別消防団現況

⑵　市町別勤続年数別消防団員数

⑶　市町別年齢別消防団員数

⑷　市町別災害種別消防団員出場状況

⑸　市町別歴代消防団長
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⑴　市町別消防団現況

区　　　分 分団数 定　員 実　員 男　性 女　性 消防車 積載車
小型動力
ポンプ

水 俣 市 消 防 団 7 500 413 412 1 6 18 18

芦 北 町 消 防 団 10 560 506 495 11 1 30 63

津奈木町消防団 9 245 191 167 24 1 9 11

合　　　計 26 1,305 1,110 1,074 36 8 57 92

⑵　市町別勤続年数別消防団員数

年数
市町別 5年未満

5年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上 合 計

水俣市消防団 72 80 69 66 56 48 22 413

芦北町消防団 68 100 91 83 81 49 34 506

津奈木町消防団 38 33 38 28 28 17 9 191

合　　　計 178 213 198 177 165 114 65 1,110

⑶　市町別年齢別消防団員数

年齢別
市町別 20歳未満

20歳以上
30歳未満

30歳以上
40歳未満

40歳以上
50歳未満

50歳以上
60歳未満

60歳以上 合 計

水俣市消防団 1 50 128 144 85 5 413

芦北町消防団 4 77 164 169 66 26 506

津奈木町消防団 3 34 49 62 39 4 191

合　　　計 8 161 341 375 190 35 1,110

⑷　市町別災害種別消防団員出場状況

種別
市町別 火災 風水害 地震 訓練

特別
警戒

遭難 救助
その他
作　業

合計

水 俣 市

消 防 団

回数 3 2 0 4 4 1 0 1 15

人員 220 129 0 768 805 84 0 115 2,121

芦 北 町

消 防 団

回数 6 12 0 3 0 6 0 2 29

人員 268 198 0 106 0 85 0 9 666

津奈木町

消 防 団

回数 4 1 0 23 2 2 0 0 32

人員 109 3 0 1,042 187 60 0 0 1,401

合　計
回数 13 15 0 30 6 9 0 3 76

人員 597 330 0 1,916 992 229 0 124 4,188
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⑸　市町別歴代消防団長

ア　水俣市

歴　　代 氏　　　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

初　　　代 村　下　改　蔵 昭和２２年１０月　１日 昭和３８年　３月３１日

第　２　代 大　川　末　松 昭和３８年　４月　１日 昭和４０年　３月３１日

第　３　代 鬼　塚　長太郎 昭和４０年　４月　１日 昭和５３年　３月３１日

第　４　代 原　　　一　夫 昭和５３年　４月　１日 平成　６年　２月　１日

第　５　代 松　本　國　司 平成　６年　３月２５日 平成　９年　７月１４日

第　６　代 坂　本　　　至 平成　９年　７月１５日 平成２１年　６月３０日

第　７　代 寒　川　正　幸 平成２１年　７月　１日 平成２６年　３月３１日

第　８　代 開　田　清　喜 平成２６年　４月　１日 現在に至る

イ　芦北町

歴　　代 氏　　　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

初　　　代
（田浦町と合併による）

岩　田　大　和 平成１７年　１月　１日 平成１８年　３月３１日

第　２　代 野　口　茂　志 平成１８年　４月　１日 平成２６年　３月３１日

第　３　代 松　﨑　政　司 平成２６年　４月　１日 令和　４年　３月３１日

第　４　代 水　口　信　也 令和　４年　４月　１日 現在に至る

ウ　津奈木町

歴　　代 氏　　　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

初　　　代 林　　　朋　久 昭和２３年　２月　７日 昭和２４年　５月１４日

第　２　代 山　口　三　郎 昭和２４年　５月１５日 昭和３５年　３月３１日

第　３　代 釜　　　忠　彦 昭和３５年　４月　１日 昭和４５年　５月３１日

第　４　代 若　島　弥一郎 昭和４５年　６月　１日 昭和４９年　７月３１日

第　５　代 川　上　大　助 昭和４９年　８月　１日 昭和６２年　５月３１日

第　６　代 山　本　道　義 昭和６２年　６月　１日 平成　２年　７月３１日

第　７　代 諌　山　寅太郎 平成　２年　８月１７日 平成１４年　３月３１日

第　８　代 林　　　賢　二 平成１４年　４月　１日 平成１６年　３月３１日

第　９　代 栁　迫　好　則 平成１６年　４月　１日 平成３０年　３月３１日

第　10　代 山　口　武　久 平成３０年　４月　１日 令和　５年　３月３１日

第　11　代 新　立　　　豊 令和　５年　４月　１日 現在に至る
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エ　旧芦北町

歴　　代 氏　　　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

初　　　代 吉　田　富士夫 昭和３０年　１月　１日 昭和４６年１２月３１日

第　２　代 中　川　正　人 昭和４７年　１月　１日 昭和５４年　３月３１日

第　３　代 益　田　憲　人 昭和５４年　４月　１日 平成　２年　３月３１日

第　４　代 鳥　居　俊　晴 平成　２年　４月　１日 平成１１年　３月３１日

第　５　代 白　坂　初　喜 平成１１年　４月　１日 平成１２年　３月３１日

第　６　代 野　口　茂　志 平成１２年　４月　１日 平成１６年１２月３１日

オ　旧田浦町

歴　　代 氏　　　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

初　　　代 竹　浦　甚太郎 昭和２３年　３月　７日 昭和２５年　３月３１日

第　２　代 荒　木　豊　雄 昭和２５年　４月　１日 昭和２６年　３月３１日

第　３　代 田　中　熊太郎 昭和２６年　４月　１日 昭和３９年　３月３１日

第　４　代 鶴　田　源　志 昭和３９年　４月　１日 昭和４３年　３月３１日

第　５　代 大　木　初　喜 昭和４３年　４月　１日 昭和５０年　３月３１日

第　６　代 田　浦　安　喜 昭和５０年　４月　１日 昭和５４年　３月３１日

第　７　代 岩　田　末　義 昭和５４年　４月　１日 昭和５８年　３月３１日

第　８　代 片　山　　　隆 昭和５８年　４月　１日 平成　７年　３月３１日

第　９　代 寺　本　修　一 平成　７年　４月　１日 平成　８年　９月３０日

第　10　代 岩　田　大　和 平成　８年１０月　１日 平成１６年１２月３１日



８　防火クラブ組織

よい子の防火「３つの約束」

１　マッチ・ライターのあそびはしません

２　たき火あそびはしません

３　あぶない花火あそびはしません

資 料
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８　防火クラブ組織

⑴　幼年消防クラブ

⑵　少年消防クラブ

⑶　婦人防火クラブ

第１２回水俣芦北地域幼年消防大会
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⑶　婦人防火クラブ

№ 名　　称 結成年月日 所　　在　　地 会 長 名 人員

1 坂口婦人防火クラブ Ｓ56.  6.30 水俣市月浦　坂口公民館内　水俣市月浦318 福田　正子 14

２ 津 南 保 育 園 Ｓ58.  3. 5 津奈木町大字岩城2082-1（園内） 木福奈央美 26

３ 津奈木保育園 Ｓ58.  3.10 津奈木町大字岩城82-1（園内） 青木　麻実 54

４ 水 俣 保 育 園 Ｓ60.  7.25 水俣市栄町2丁目1-21（園内） 古川　美幸 25

５ 水俣さくら保育園 Ｈ  1.  4.  3 水俣市袋1477-1（園内） 山田亜希乃 42

計 161名

⑵　少年消防クラブ

№ 名　　称 結成年月日 所　　在　　地 会長名 人　　員

1 田 浦 小 学 校 Ｈ28.  5.17 芦北町大字田浦840 濵田真理子 13
男子 11

女子 2

計 13名

⑴　幼年消防クラブ

№ 名　　称 結成年月日 所　　在　　地 会長名 人　　員

1 津 南 保 育 園 Ｓ58.  3.  5 津奈木町大字岩城2082-1 福田　研二 26
男子 13

女子 13

2 津 奈木保育園 Ｓ58.  3.10 津奈木町大字岩城82-1 山本　幸子 14
男子 4

女子 10

3 水俣さくら保育園 Ｓ58.  4.21 水俣市袋1477-1 山田　誠次 24
男子 11

女子 13

4 田 浦 保 育 園 Ｓ59.10.  1 芦北町大字田浦町698 本村　寿浩 19
男子 12

女子 7

5 水 俣 保 育 園 Ｓ60.  7.25 水俣市栄町2丁目1-21 福田　和代 29
男子 17

女子 12

6 吉 尾 保 育 園 Ｈ  1.11.25 芦北町大字吉尾197 坂本健志郎 5
男子 3

女子 2

7 大 野 保 育 園 Ｈ  2.  6.11 芦北町大字天月1215-3 大塚　峯子 4
男子 3

女子 1

8 湯 浦 保 育 園 Ｈ20.  4.  1 芦北町大字湯浦201 前田　里美 21
男子 12

女子 9

9 水 俣 幼 稚 園 Ｈ12.  5.23 水俣市天神町1丁目5-24 市原あさえ 8
男子 7

女子 1

10
あしきた・まち
のこども園 　　

Ｈ27.  4.  1 芦北町大字芦北2039 前田　一徳 12
男子 7

女子 5

男子 89名
計 162名

女子 73名


